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目　的

　戦後の体育科学習指導要領は，生活体育から体力向上系統

主義体育を経て楽しい体育へ，そして平成20年学習指導要領

では，また系統主義への色合いが濃くな肴など，およそ10

年ごとに改訂されてい乱このように，カリキュラム編成の．

基準となる学習指導要領に軸が見えない現状がある。そこで，

本研究では，どのような時代になろうとも通用する，」科学的

根拠に裏打ちされた普遍的なカリキュラムを作成しようとし

た。

　具体的には，第1章で，カリキュラム編成における基礎的

な考察を行った。第2章では，学習指導要領の低学年に「遊

び」という文言が見られることから，r遊び」の先行研究の

整理を通して授業への指針を見出し，第3章で，一低学年の単

元配列レベルでのカーリキュラム試案を提案した。そして，第

4章・第5章では，r基本の運動」領域の中でも，系統性の

強く見られるr器械・器具を使っての運動途び」，r水遊び」

についての2つの実践を行い，その成果と課題から普遍的な

単元カリキュラムの作成にせまろうとした。

第1章体育科カリキュラム作成に向けての基礎的考察

　文献研究を通してカリキュラム編成の原理を導き出す。具

体的に，カリキュラム類型の整理，カリキュラムの構成要素

の関連性，カリキュラム作成者を観点にした構造化，戦後の一

体育科学習指導要領の特徴と課霞の整理，運動発達からのシ

ーケ！スの設定を行い，領域レベルでのカリキュラム試案を

提案した。

　その結果，カリキュラムの編成にあたっては，①学問的・

文化的要請から設定されるスコープ（scope）と，学習者の心

理的・成熟的要請から設定されるシ」ケンス（SequenCe）の

交点に教育内容が措定されなければならないこと。’また，②

目標としては，技能的特性や機能的御生に触れた楽しさを感

受させ人格を豊かにすること，③「身体の教育」　「身体を通

しての教育」　r運動の中の教育」　r運動についての教育」の

4つが普遍的に求められることの3つの示唆が得られた。図

1は，これらを踏まえ，カリキュラムの構成要素とその関連

をまとめたものである。
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団1．カリキュラムの構成要素の関連

表1．領域編成いルでのカリキュラム試案

運動分類．一 小12　　小4 ノ』価　　　中

①踏乍系 基本の運動 体づくり運動

②足による移動 ・用具操作 陸土運動　陸上競技

③変形姿勢での ・走・跳 器械運動

移動・回転 ・器械器具

④特殊な環境 ・水　　　一　　水泳

での移動 ・表現リス“ム　　　　　ダンス

⑤リズムに対応 ・力試し 武道

⑥川ご対応 ゲーム ボr躍動　球技

⑦人と物3抗
攻聯佳　過灘勺 攻琳融

　このような原理を踏まえ，子どもの「運動発達」と文化と

してのr運動種目」の両面から考究し，表1のような領域編

成試案を提案した。

第2章体育科におけるr遊び」の定義と

　　　　　　　　　　　　実践における有効性と可能性

　本章では，文化史の観点からホイジンガ，社会学の観点か

らロジェ・カイヨワ，哲学の観点からジャック・アンリオ，

歴史（通史）の観点からM・J・エリス，現象学の観点から

西榊青和，スポーツの観点から大西鉄之祐の著書を対象とし



た。これらの代表的な研究者の考え方の共通項を見いだすこ

とを通して，「遊び」の本質を整理し定義した。．

　すなわち，遊びは，　「真面目さや失敗を内包し，創造性と

不確定性を含めたアゴン・アレア・イリンクス・ミミクリを

内在する運動に取り組む申で，夢中・没頭という状況を生み

出す子どもたちの行為」と定義された。さらに遊びは，『パ

イデイアからルドゥスヘ，つまり，運動遊びから運動スポー

ツ種目へと変遷していく過程に課題の発展性がみられる」と

考えられ，　「喜びと楽しみの源泉となる生の最も基本的要素

の一つ」であると捉えられた。

　以上のことをふまえ，遊びの概念を実践でいかす可能性等

について整理・提案した。

第3章r小学校低学年における単元カりキュラム試案」

　本章では，第1章において提案した領域編成試案をもとに，

低学年における単元配列レベルでのカリキュラム試案を提案

した。作成する際は，子どもたちの未分化・未組織といった

発達段階を考慮し，．できるだけ単元数を少なくするようにし

た。

　また，単元は，　（i）運動種目への系統が強く見られる内

容を単独で扱う。’（i）　r基本の運動」領域内で，その内容

を関連させる一（血）「基本の運動」領域と「ゲーム」領域

を関連させる，3つの原貝1」で作成した。

　ここで作成した単元をもとに，第4章・第5章では、将来

の運動種目への系統性が強く見られ，内容を単独で取り扱う

のがよいと考えられる曝械・器具を使っての運動準び」（第

1学年），r水遊び」（第2学年）の実践研究に取り組んだ。

第4章実践研究（I）

　　　　一策1学年「器械・器具を使っての運動遊び」一

　変形姿勢での移動・回転運動と，器械運動の種目特性から

措定されたr腕支持・回転・着地」を中核とする器械・器具

表2．各単元の内容と結果

学年 教育 実践の有効性を． 習得 態度

単元 内容 評価する技能 状況 測定

第1学年 腕支持 ○倒立姿勢を

3秒保つ 三〇〇％

器械・ 回転 ○手をっかずに 高い．

器具 前転できる 85．3％ レヘ“ル

着地 ○平地で18び

回転し 成功

音を立てずに

着地できる 100％

を使っての運動遊ぴrにんじゃワールドヘようこそ！」と名

付けた単元カリキュラムを構成し，成果を検討した。表2は，

倒立・前転・18び回転着地の習得状況を示したものである。

習得状況が高い達成率を示したことから，措定された教育内

容は1年生の子どもたちの発達特性に適合していることが認

められた。また，体育授業に対する愛好度を態度測定法で測

定した結果，子どもたちの実態は「高いレベル」，授業の成

否はr成功」と診断さ札子どもたちは・友だちとかかわり

ながら，わかり」できることを通して，楽しんで体育授業に

取り組んだことが認均られた。

第5章　実践研究（I）一策2学年「水遊び」一山

特殊な環境での移動運動と，水泳の種目特性から措定され

た浮く・呼吸の確保・移動の系統性を意図して構成した単元

カリキュラムr潜って　浮いて　進め！」の成果を検討した。

表3は，r呼吸をつづけただるま浮きが5回以上できる」r3

回以上一目継ぎをして15m泳げる」の習得状況を示したもので

ある。両者とも80％以上の高値を示した。また，体育授業に

対する愛好度を態度測定法で測定した結果子どもたちの実

態はr高いレベル」，授業の成否は「成功」と診断され，子

どもたちは，友だちとかかわりながら，わかり・できること

を通して，楽しんで体育授業に取り組んだことが認められた。

　これらの結果から，　「水泳」領域は，2年生から設定する

のがふさわしいと考えられた。しかし，今回取り組んだ泳法

は，「ドル平」であり，子どもの認識の変遷を質的に分析し

たり，実際の動きを見たり，25m泳げなかった児童のっまず

きを整理したりする申からは，rだるま浮き」から「トル平」

に移行することには無理があり，　rだるま浮き」からr平泳

ぎ」へ移行する方が，より上達することが示唆されたため，

本実践で明らかになった留意点を加筆した修正カリキュラム

を提案した。

表3．各単元の内容と結果

学年 教育 実践の有効性を 習得 態度

単元 内容 評価する技能 状況 測定

第2学年 浮く ○呼吸を続けた

呼吸の だるま浮きが 高い

水遊び 確保 5回以上できる 96．9％ レヘ“ル

移動 03回以上

息継ぎをして 成功

15m泳げる 81．3％

主任指導教員催藤幸弧

指導教員後藤幸弛
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序章　研究の目的

　日本の体育科の学習指導要領の変遷を概観すると，r身

体の教育」r身体を通しての教育」r運動の中の教育」

と目標理念が変遷してきた。すなわち，社会的な要請の

変化を背景に，およそ10年ごとに指導要領が改訂され

ている。平成23年度から，新たな学習指導要領が完全

実施されるが，10一N後に再び改訂される可能性は非常

に高い。

　それは，教育におけるr不易」とr流行」のr不易」一

を忘れ，r流行」に流・された議論に基づき改訂．され過ぎ

てきたことに大きな原因があると考えられる。また，改

訂ごとに現場での混乱を招い下いることは紛れもない事

実である。実際に，小学校高学年を担任して，子どもた

ちのレディネスを把握する際，基礎感覚・基本技能が身

に付いていないことが多々あり，低学年の教育内容から

学習しなおす必然に迫られたことを何度も経験した。す

なわち，学習指導要領の低学年の内容に見られる一「遊び」

をrただ運動させておけばよい」と思想的に捉えてしま

ったこ．とに加え，r何を教えるのか」という教育内容が

明確でないことが誘因になっていると考えられた。ここ

に，教育内容を明確にした普遍的カリキュラムを作成す

る必要性を感じたのである。

　表1は，平成20年学習指導要領の領域編成であるが，

汝訂前になされていた議論といくつかの矛盾が見られる

ことから，再び現場を混乱させる誘因になることが危惧

される。

　矛盾の一つ目は，「体づくり運動」領域が全学年に設

定されたことである。「体づく・り運動」領域は，平成10

年学習指導要領において1目「体操」領域が名称変更され

たものであ．る。本領域は，r自覚に裏イすけられた目的追

求の運動；必要としての運動」であり，昭和一 T2年の改

訂において，児童の発達段階から考えて，低・中学牛に

はそぐわないとされたことから，低学年ではr基本の運

動」と「ゲーム」の二領域で示されるようになっ走経緯

がある。事実，平成20年学習指導要領においてr体づ

くり運動」領域は，低・中学年にも設定されたが，r低

・中学牛においては，発達の段階を踏まえると，体力を

高めることを学習の直接の目的にすることは難しい」と

解説において述べられている。すなわち，低・中学年の

児童にはその特性に触れさせることは困難で，ふさわし

くないと認めているのである。また，内容に示されてい

るr多様な動きをつくる運動」は，r基本の運動」領域

で培おうとしていた巧緻性（調整力）・将来のスポーツ

活動の素地経験の学習と同義であると読み取られ，r体

づくり運動」領域を低学年から設定する意図が理解でき

ないのである。

表1．平成20年学習指導要領の領域編成

小学校 中学校

1・2年　　3・4年 5・6年 領域

体づくり運動

器械・器具

を使っての 器械運動

運動遊び。．

走・跳の 走・跳の 陸上運動 陸上競技

運動遊び 運動

水遊び 浮く・泳ぐ 水泳

運動

武道

ゲーム ポール運動 球技

表現リズム 表現運動 ダンス

遊び

保健

　二つ目は，平成20年改訂において「基本の運動」領

域が廃止されたこξである。昭和52年改訂において，

小学校低・中学年の児童は，一 ｢分化・未組織な存在であ

ることから，文化としての各種スポーツの特性に触れる

のが困難と考えられることを提示した。そして，運動種

目によらないr基本の運動」領域とrゲーム」領域が設

定されたのである。r基本の運動」領域が廃止された理

由として，解説にはr高学年への系統性が見えにくく，

当該学年で何を身に付けさせたらよいか分かりにくい」

からであると述べられている。しかし，現実には，これ

までの「基本の運動」領域で取り．扱われた内・容が前面に

でてきただけで，内実は何も変わっていないのである。

　三つ目は，r水泳」領域の開始学年が先送りされたこ

とである。平成元年改訂においては，発達段階を考えれ

ば，小学校3年生から独立領域として牽定レたいが，施

設の不十分さから4年生から設定されることとなってい

たはずである。このような議論が忘れられ，平成20年

学習指導要領では，5年生からへと「水泳」領域の分化

が後退している。解説には，その理由がr発達の段階を

考慮し」と述べられているのであるが，それらの記述は，

科学的根拠に基づいたものではない。

　これらの背景には，何か変えなければ仕事をしたと評

価されない役人社会と文部官僚の教育に対する確固たる

信念のなさがあるように感じられる。また，科学的に裏

付けられたカリキュラムでなかったことの要因も考えら

れる。カリキュラムについての考え方や作成原理等につ

いては，第1章で論述するが，普遍的なものとして作成

されてこなかったこともその誘因と考えられる。

一1一



　そこで，本研究では，普遍的体育科カリキュラム作成

に取り組むことにした回すなわち，第1章において，カ

リキュラムの種類や作成原理等々について，文献研究を

通して考究・整理することにした。．具体的には，世界的

なカリキュラム研究の歴史を迫り，カリキュラム構成の

考え方を整理し，作成者の観点からもあるべき構造像を

描くことにした。さらに，我が国における戦後の体育科

学習指導要領の変遷を辿り・目標・内容の特徴と課題を

整理した。併せて，運動発達の文献研究を参考に体育科’

領域編成試案を作成した。

　第2章では，学習指導要領の低学年の運動領域に明記

されているr遊び」に注目し，文献研究を通して，体育

科における「遊び」の定義と実践における有効性と可能

性について言及した。

　次いで，第3章では，小学校の低学年の単元配列レベ

ルでのカリキュラム試案を提案することを目的とした。

ここで提案した単元カリキュラムは，その普遍性を高め

るために実践のフィルターを通して確かめられなければ

ならない。

　そこで，第4章では，それらの中で1年生の「器械・

器具を使った運動遊び」について，第5章ではr水遊び」

について，実践を行い，その成果と課題を明らかにした。

　第6章では，現時点で得られた矢口見の総括を行い，第7

章では，今後の課題を述べた。なお，第3章で示した単

元カリキュラムの全てを付章に示した。
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第1章 普遍的体育科カリキュラム作成に向けての基礎的考察

第1節はじめに
　教育基本法の第一条r教育の目的」にはギ教育は，人

格の完成を目指し，平和で民主的な国家及び社会の形成

者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育

成を期して行わなければならない。」と明記されている。

この条文におけるr必要な資質を備えた心身ともに健康

な国民の育成」を考えたとき，r教育とは」という命題

の間い直しがせまられる。天野は，義務教育学校をrす

べての国民に対して，その一生を通ずる人間形成の基礎

として必要なものを共通に習得させるとともに，個人の

特性や能力の分化に応じて専門的教育を施す組織的・計

画的な教育機関である」’〕と述べ，意図的な指導の大切

さを強調レている。

　ところで，昭和53年発行「小学校指導書・教育課程

一般編」2〕に「教育課程とは，学校教育の目的や目標を

達成するために，教育の内容を児童・生徒の心身の発達

に応じ，授業時数との関連において総合的に組織した学

校の教育計画である」と記述されている。この教育課程一

と言われている教育計画は，カリキュラム（㎝rriCulum）

の訳語として用いられている。そもそもカリキュラムと

は，H・スペンサーが教育内容を組織化したものを教育

学で用いたことに始まり，ラテン語の「走る」という意

味のクレーレ（㎝rerre）を名詞形にした「ランニングコ

ース．（走路）」を意味する目〕。カリキュラムを走路とし

てイメ・一ジすると，今まで歩んできた道のり（過去）は，

一人ひとり．の学びの履歴であり，これから歩む道筋（現

在・未来）は，これから学ぶべき教育内容ということに

なる’。したがって，カリキュラム編成にあたっては，生

涯を見通した教授活動計画が強く求められる。換言すれ

ば，一人一人の教師に「教育課程編成能力」4〕，つま一り

カリキュラム研究・開発能力が求められるのセある。

　カリキュラム研究・開発は，教育目標の検討に始まり，

教材，教授，学習の手続き，評価方法などの計画や構成

をそのべ一スに含むものである。そして，一度創り上げ

ればそれでおしまいといったものではなく，絶えず検討

され，評価され，修正されていく継続的プロセスでもあ

る5〕。つまり，「計画段階で設定した仮説を実践を通し

亡検証し修正する」というプロセスの繰り返レにより洗

練されたカリキュラムになるのである。浅沼が，rカリ

キュラム研究者自身がカリキュラム研究の背景にある仮

説を明確化し，吟味するカをもつということが大切であ

る」后〕としていることは，まさにこのことの重要性を指

摘しているのである。また，安彦が日常的にカリキュラ

ム改善に結びつく研究の一つとして授業評価の大切さを

主張していることも，同様である4〕。すなわち，義務教

育段階では，小学校1年生から中学校3牛生までの大き

な流れの中でカリキュラムを考える巨視的な観点と，一

単元・一授業の授業評価をもとに修正・改善していく微

視的な観点からのアフロ」チがカリキュラム研究・開発

には求められるのである。．

　一方，カリキュラム作成にあたっては，巨視的・微視

的観点から，r教育内容をどのようにおさえるのか」暁

達段階をどのように考えるめか」が大切になる。

　r教育内容」の系統は，内容的な区分の領域であるス

コープ（scope），r発達」の概念は，順次的な流れの系

列であるシーケンス（Sequ㎝Ce）と言い換えることがで

きる。そして，このスコープとシ＾ケンスの交点に教育

内容を措定するカリキュラムを編成することが課題とな

るのである。

　このような観点から，平成20年の体育科の学習指導

要領をみると，子どもの発達段階を考慮して設定されて

いたこれまでの「基本の運動」領域がなくなったり，プ

』ル設備の不十分さを理由に4牛生から設定されていた

水泳領域が，5年生へと後退したりしている7〕。すなわ

ち，指導要領の編成に普遍性・一貫性が見られず現場を

混乱させている現状がある。また，社会状況の変化があ

るとはいえ10年ごとに改訂されていることにも疑問が

ある。ここには，学習指導要領が必ずしも科学的根拠に

裏打ちされて編成されてこ左かったことが一要因として

考えられるのである。

　そこで，本研究では，これまでに論究されたカリキュ

ラム研究を概観するとともに，戦後の体育科の指導要領

を批判的に検討することを通して，体育科カリキュラム

の作成に向けて，琴論の整理と領域編成試案を提示する

ことを目的にした。

第2節　カリキュ与ム研究の小史

　．ここでは，世界的な戸リキュラムの変遷を迫り，その

．類型化を通してカリキュラム構成についての考え方を整

理する。また，誰が作成するのかという観点からも，あ

るべき構造像を描くことにする。

1．カリキュラムの類型

　．カリキュラムの歴史宇紐解く≒・声代1コーマ時代以降

長くヨーロッパで主要詳科となったr七自由科（古典語

文法，修辞学，一 _理学，算術，幾何，天文学，音楽）」

一にま・でさかのぼる昌〕。ここでのカリキュラムは，学問，

芸術などの体系をそのまま教科．とし，相互の関連には留

意しない並列的なカリギュラ1ム構成であった。これが，

現在のr学問・芸術・文化などの諸領域を基盤として，一

教育的価値，学習者の発達段階などを考慮しながら内容
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妻11カリキュラム類型の整理

考え方・ 作成者 分類 詳細分類 特徴 課題

字間中心 公的（行政） 教科 ・教育内容の受容 ・創造的，批判的思考カの育成

カリキュラム 分離教科 ・文化継承 ・民主的人格形成への寄与．

・抽象的論理的思考カの育成 ・知識，技術の断片化

・容易な教育課程編成 ・抽象的，形式的

関連 ・教科相互の教材関連性 ・目標の重層化

クロス ・総合的な課題設定 ・指導と評価のあり方

理想的 融合 ・内容の融合 ・内容の措定

中心統合 ・一 ﾂの教科を中心にし他の ・統一的発達が可能か

教科を従属 ・開化史段階説は正しいか

広域 ・専門的分野の結合 ・知識，方法の未習得
’　　■　　■

コア ・中心課程と周辺課程 一‘コアの措定

子ども 経験 経験中心 ・生活の系統 ・基礎学力の低下

中心 実践（現場） 州キュラム ・現実生活からの体系化 ・文化財教育の軽視

を選択・配列」する「教科カリキュラム」のべ一スにな

ろている。・この教科カリキュラムは，教育内容を系統的

に教授するには好適であった。しかし，r学間の発達・

分化につれて教科数が増加し，学習者の負担を増加させ

る」r創造的，批判的思考力を養い得ない」r知識が学

習者の中に統合され体制化されにくい」r内容が抽象的，

形式的なものになりやすい」r民主的人格の形成に十分

にこたえられない」等々の問題点が指摘されたI〕。これ

らの問題一 _を克服するために，教科カリキュラムの枠内

での改良や，その枠を超えたカリキュラムの提示が！9

世紀以降試みられた。このような大きな歴史的背景のも

と，現在までに種々のカリキュラムが提案されている。

それらは，字間中心のr教科カリキュラム」と子ども中

心のr経験カリキュラム」に大別される。カリキュラム

の類型化に関しては，多くの文献に見られるが’〕9川〕

川川ユ3〕 Cこれまで提案されている主要なものについ

て「学間中心」と「子ども中心」を二極において並べな

おし，それらの特徴や課題を整理すると表1のようにま

とめられた。

（1）教科カリキュラムの分類

　教科カリキュラムとは，既成の文化遺産の中から教育

的価値のあるものを選択し，学問の理論的な知識体系を

学習者の発達段階等にあわせて，教科内容を構成するカ

リキュラムである。これは，「分離教科カリキュラム」

「関連カリキュラム」「クロス．カリキュラム」「融合カ

リキュラム」「中心統合カリキュラム」「広域カリキュ

ラム」に細分される。

　「分離教科カリキュラム」は，各教科の背後にある学

問の論理的知識体系がそのまま教科の内容として採用さ

れる科学中心のカリキュラムである。この型は，「既成

の教育内容を受容させることを学校の任務にしていた」

r文化遺産は客観的真理の蓄積であるからそれを被教育

者に継承させるという教育観が広く支持されていた」「学

間の論理体系をくずさずに，知識一を体系的に経済的に教

えることができ，抽象的論理的思考能力を養い得る」r学

問の体系がほぼそのまま教科内容となり，教育課程の編

成が容易である」等の点から長く採用されていたユ〕。し

かし，前述したように囎重負担，創造的・批判的思考

力を養い得ない，知識・技術の断片化，抽象的・形式的，

民主的人格形成に十分に応えられない」という問題点が

指摘され，その克服を企図して，一陂Aカリキュラム」，

　「クロスカリギュラ牛」，r融合カリ．キュラム」，「中心

統合カリキュラム」，r広域カリキュラム」が考えられ

．た。

　　「関連カリキュラム」は，分離教科カリキュラムの並

列主義，羅列主義がもたらす欠陥をカバーする意図で，

近隣の複数の教科相互の間に教材を関連させて編成する

カリキュラムである。

　また，rクロスカリキュラム」は，カリキュラム全体

で強調されるべき理念，育成されるべき学力，複数の教

科にまたがるテーマの存在を明確にし，そg乍めの計画

性をカリキュラムの一中に導入していこうとする考え方

で，直接的なルーツは，1980年代のイギリスの教育改

革にある’4〕。

　さらに，r融合カリキュラム」は，複数の教科相互の

関連を図るにとどまらず，いくつかの教科を融合して一

つの教科をつくるカリキュラムである。現在の理科・社

会に見られるもので，前者は，生物，化学，物理等の内

容を融合した例である。

　　r中心統合カリギュラ．ム」は，ある一つの教科を中核

にしてカリキュラムを編成しよう≒するもので，ヘルバ

ルトの教育思想を受け継いだチラーによって提案された

統合理論である’5〕。したがって，諸教科は中心教科に

よって意義を与えられ，その発展であると同時にそこに
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帰趨するという形態をとる。この中心統合法を支えたカ

リキュラム配列の原理は「開化史段階説」である。すな

わち，子どもは幼児から成熟期までの間に人類開化の歴」

史を迫るので，その順序に従って学習すればよいとする

もbである。この背景には生物学者ヘッケルの提唱した

「個体発生は系統発生を繰り返す」という「反復説」1引

がある。しかし，デュ∵イによって「開化史段階説」は，

科学的に正しいのかと批判を受けた1呂〕。

　「広域カリキュラム」は，いくつかの専門的な分野を

より広い領域に結合することによって，学習内容の細分

化を克服しようとするカリキュラムである。しかし，各

教科の基本的な知識や固有の思考方法の習得が不十分に

なる恐れがあると指摘されている。　　一

（2）経験カリキュラムの分類．

　経験カリキュラムとは，伝統的カリキュラムとも言わ

れる教科カリキュラムの問題点を克服するために考えら

れたものである。固定的知識の一方的伝達や注入が教育

的にふさわしくないという問題意識に基づくものであ

る。学習者の生活経験，興味，問題意識を中心にスコー

プ（scope）とシーケンス（sequ㎝ce）をとり，生活の系

統に学問の系統を寄り添わせようとするものである。一こ

れは，1930年～40年代においてアメリカヴァ』シニア

州教育委員会が開発したヴァージニアプラン川に代表

される』ア・カリキュラム」とデューイが主張した経

験主義3〕におけるr経験中心力リキコラム」に細分され

る。

　rコア・カリキュラム」は，生活現実の中の問題を解

決する学習r中心課程」と，一それに必要な限りで基礎的

な知識や技能を学習する帽辺課程」からなる。r周辺

課程」は各教科によって構成されることから，全く教科

の存在を認めないr経験中心カリキュラム」に比べて教

科カリキュラムに近いといえる。

　rコア・カリキュラム」については，なにをコアとす

るのかという点をめぐって様々な議論がなされてきた口

社会科をコアとする実践川，日常生活をコアとする実

践川が見られ，その中で三層四領域論’〕川削が教育

課程全体の構想を統一的に把握する枠組みとして提唱さ

れている。

　「経験中心カリキュラム」は，一切の教科の存在を認

めず，児童・生徒の興味と目的をもった活動からなる総

合的な単元で全体が組織されるものである。子ども遠の

主体的学習を最大限に保障しようとするテューイの進歩

主義教育川”〕やキルバトリックのプロジェクトメソッ

ド・3jがその代表例である。しかし，基礎学力の低下・客

観的矢口識や組織的な文化財教育の軽視，指導性の解体，

学校機能の低下等々の様々な問題点が指摘されている。

　これらを整理して明らかになったことは，学間か子ど

もかといった二項対立的に考えるのではなく，両者を含

み込ませたカリキュラム観に立脚しなければならないと

いうことである。このように考えると，中心に位置する

融合カリキュラムという考え方から，多くの示唆を得る

ことができる。なぜなら，理科が化学・物畢・生物・地

学から編成されているように，各教科を様々な内容を含

み込む教科であると認識できるからである。例えば，体

育科の教科成立基盤である身体運動文化症2〕は，生理学

③②①

認心身

識理体

的的的

発発発

達達達

　シ

　ケ
　ン
↓ス

心発
理達
的）
・主
成観
熱性
的

要

請

【普遍的なカリキュラム】

　　　　→　社会的要請

教育内容

　③

　　　普遍的目標

①楽しさの追求

・技能的特性に触れる

・機能的特性に触れる

②健康の追求

教育内容

　②
教育内容

　①

　　目標理念

・身体の教育

・身体を通しての教育

・運動の中の教育

・運動についての教育

（パイデイア） スコ』プ（運動経験の積み重ね）客観性

　　　　　　　　　．→　学問的・文化的要請

（ルドウス）

身

体

運

動

文

化

①　運動の分類（移動系・操作系・回転系・バランス系）

②　ゲニムの分類（攻防分離型・過渡的攻防相乱型・攻防相乱型）

③　技術の分類（クローズドスキル・オープンスキル），技術史

④　スポ』ツの歴史・その地

図1．カリキュラム構成要素の関連（体育科の例）
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基盤
②公的カリキュラム ①理想的カリ．キ三ラム

国（文部科学省） 反　映 学者・研究者

学習指導要領
一　■　一　一　一　一　●　■　一　一　一　■　I　一　一　一　■　一　一　一　一　I　一　一　■

@　　　　　　　　　　□： 融合カリキュラム・中心統合カリキュラム

検 基 基準・手引き 公： 出者から実践 への一方涌行ではなく
＝

： r訟の｛ 「　一の理論 」

定 準
表：　I

とい一相互乍用を生
I

④理解できるカリキュラム ③実践的カリキュラム

教科書会社 学校・教師

教科書一 計画カリキュラム・指導案一修正カリキュラム

学 授 修

習 業

材 案 正

i　一　・　■　■　■　I　一　・　一　1　■　一 I一一一・一・ D一・‘・i■一i一‘一一■I□■一1一■■■一‘ii－I■・■一一一一一一一一・■i ・　I　・　一　1　．　一　I　I　一　■　■　●　一　一　一　一　一　一 一　一　●　■　I　■　■　一　一　一　i ■一■1■一■一一i一一i一■一●一■

〈授業実践場面〉 教師

児童・生徒 カリキュラム研究・開発能力

学習反応 （授業設計力・授業実践力・授業評価力）

図2。カリ午エラム作成者を観点にした統合的な構造〈伊藤（1985）3〕を改変〉

一バイオメカニクス・運動学・技術発展史等々1様々な

学間内容を含みもち，奥深く幅広い豊かな教育内容を包

含する総合文化である。したがって，体育科におレ．、ても，

社会科・理科同様に融合カリキュラム観に立脚してカリ

キュラム作成にあたることが重要と考えられた。

生．力りキュラム編成の要件一

　カリキュラムの類型化から，学間体素を重視した学問

申心が，生活経験や興味・関心を重視した子ども中心か

という二項対立として捉えるのではなく，両者を含み込

ませる大切さを述べてきた。このことは，「学問」を「文

化」として，丁子ども」を「発達」として考え，．その交

．点にカリキュラムが編成される必要性が指摘されている

ことからも例える。前者は「学問的・文化的要請」，後

者はr（学習者の）心理的・成熟的要請」にこたえるこ

とで知り，カリキュラム編成には欠かせない要件として

位置付けられるようになった。また，戦中と戦後でその

求められる子ども像が大きく異なるように，時代背景に

よってもカリキュラムは大きく影響を受ける。ここに，

カリキュラム編成の第三の要件「社会的要請」一 ｪ存在す

ることになる’’〕。すなわち，カリキュラムの編成は，r学

問的・文化的要請」「心理的・成熟的要詰」「社会的要

請」の三つが絡み合って編成される必要があると考えら

れるようになった。

　著者らは，どのような時代になろうとも通用する，体

育科の普遍的なカリキュラムの作成を志向して’いる。後

述するように，技能的特性や機能的特性削に触れた「楽

しさ」の追求（志向），健康の追求（志向）は，人類普

遍の価値として考え下いる。また，体育科の四っρ目標

理念（図1）は，時代を超えて重視されなければならな

いと考えている。図1は，これらの関係を示したもので

ある。

3．カリキュラムの作成者を観点にした統合的構造

　カリキュラムを編成する際・講がどのように作成して

いくのかということが一つの問題となる。．ここでは，作

成者を観点にその統合的な構造を把握・整理した。

　カリキュラムの統合的な構造については，グッドラッ

トが「①理想的カリキュラム（Ideal　Curriculum）」，「②

公的カリキュラム（O舖。ial　Cu灯iculum）」；r③実践的カ

リキュラム（Practical　Curriculum）」，「④理解できるカリ

キュー宴?iPerceived　CWiculum）」を示している3〕。

　「①理想的カリキュラム」とは，ある教育哲学を基盤

に理想を掲げ，それを達成する指導理念をうち立てて構

成されるカリキュラムをいう。この種のカリキュラムは，

学者主導で開発されたものが多いことから，学者・研究

者が作成するカリキュラムと言える。

　一方，r②公的カリキュラム」とは，国や都道府県な

どが管轄下の学校の基準として示すカリキュラムであ

り，わが国では，学習指導要領がそれにあたる。したが

って，国（文部科学省）が作成者となる。

　「③実践的カリキュラム」とは，学校において立案さ
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れる学校全体の大枠の教育計画から，各教師が立案する

具体的でかつ実践的な指導案までをいう。作成者は，各

学校の・教師になる。

　r④理解できるカリキュラム」とは，いろいろな立場

の人が納得・理解できるもの，具体的には教科書になる。

作成者は，教科書会社であり，我が国では，文部科学省

の検定を通ったものが使用される。

　これらの関係を統合的に構造化し整理すると図2のよ

うになる：。このように整理すると，「『実践的カリキュ

ラム』と『理想的カリキュラム』の相互作用」「『授業

実践』と『実践的カリキュラム』の相互作用」「『理想

的カリキュラム』を基盤にした『公的カリキュラム』の

作成」「『実践的カリキュラム』の成果の『公的カリキ

ュラム』への反映」と一いう四つの関係性が浮かび上がっ

てくる。

　r『実践的カリキュラム』と『理想的カリキュラム』

の相互作用」においては，大学や研究諸機関などとの連

携が求められる。そこでは，教師をr学者・研究者が作

成したカリキュラムをただ実践する」というカリキュラ

ム・ユーザーとして位置付けるのではな一 ｭ，「理論の実

践化」r実践の理論化」を主体的に行うカリキュラム・

メーカーとして位置付けられなければならない。その前

提として・r授業実践と実践的カリキュラムの相互作用」

がなければならないことは容易に理解されよう。その際，

同時に教師の力量も問題になつてくる。野津らは，r教

師の力量」をr授業の力量」と同義と押さえ，その具体

として「授業設計力」「授業実践カ」「授業評価カ」を

提示している川。つまり，計画されたカリキュラムを

もとに単元を作成する力・実践する力・それを評価し修

正する力といった，カリキュラム研究・開発能力が教師

に求められるのである。兵庫教育木学大学院が，カリキ

ュラムスペシャリストを養成することを目的に設置され

たのも，まさにこのためであった。また，r『理想曲カ

リキニしラム』を基盤にした『公的カリキュラム』の作成」

一r『実践的カリキュラム』の成稟の『公的カリキュラム』

への反映」に関しては，国が作成するr公的カリキュラ

ム」の基盤になったり，実践成果が学校レベルを超えて

公表されたりしなければならない。これらの貢献は，附

属学校の一つの使命であろう。

　しかし，次に述べるように，国の作成するカリキュラ

ムの学習指導要領は，改訂ごとに揺れ動いている事実が

見られるのである。

第3節　体育科学習指導要領の変遷

　本項では，これまでに8度改訂された，戦後における

小学校体育科の学習指導要領等の変遷をたどり，改訂の

際に議論された点や，それぞれの特徴や問題点の整理を

通して，体育科の理想的カリキュラム作成のための知見

・留意点を見出そうとした。表2は・それらの結果の揮1

要をまとめたものである。

1．体育科を中心とした学習指導要領の変遷

（1）昭和22年「学校体育指導要綱」

　戦前，体育科は「体錬科」として，富国強兵という社

会的背景をもとに運動を発達刺激と捉え，戦争に耐えう

る屈強な人間を育てようとしていた。これは，「身体の

教育（Education　of　Physical）」を目標にしていたと言え

る。体育が学棒の必須教科に位置付けられた歴史的背景

には，いずれの国々においてもこのr身体の教育」とい

う考えがあった。

　戦後になり，GHQの指導の下に軍国主義や国家主義

的内容を排除することを基本方針とする「学校体育指導

要綱ゴ4〕が公布された。この要綱では，学校体育のポ民

主化・科学化」を追究する方向性が打ち出された。そし

て，スポーツの実践を通して民主的態度の育成が期待さ

れたのである。

　教科名も小学校で．は「体育科」，中学校では「保健体

育科」へと変更された。内容は，体操（徒手体操・器械

体操）と遊戯（遊戯・球技・水泳・ダンス）に大別され，

遊戯・スポーツ教材を豊富にし，子どもたちの自発的活

動としての「スポーツ中心』の体育へと大きく転換した。・

すなわち，目標を戦前の「身体の教育」から「身体活動

を通しての教育（Educati㎝t㎞ough　Physical　Activiサ）一」へ

と転換したのである。しかし，目的・目標と指導方法は

直結せず，スポーツ教材牽どのように指導すれぱよいの

一がわからないという実態が・見られたのである。

（一2）昭和24年r学習指導要領小学校体育（試案）」

　昭和22年の要綱を土台にして，我が国で初めてあ小

学校体育科「学習指導要領」皇5jが公布された。ここで

は，アメリカの経験主義教育論の影響を受け，教材を「児

童の要求を満たすのに必要な学習の機会を提供する材料

＝活動」と捉えられた。そして，文化財としてのスポー

ツ運動と子ども連の興味・欲求とに合致する運動を取り

上げ，学年の発展に応bて内容が配列された。しかし，

目標・内容・指導法は直結しないという課題が見られ

た。

（3）昭和28年r小学校学習指導要領体育編（試案）」

　この指導要領州では，目標と教材，指導法，’及び指

導場面（単元）とを直結させることに改訂の重点が置か

れた。目標には，①身体の正常な発達を助け活動力を高

める（身体的目標），②身体活動を通して民主的生活態・

度を育てる（社会的目標），③各種の身体活動をレクリ

エーションとして正しく活用することができるようにす

る（生活的目標），の三つが掲げられた。一 ｻして，各目
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表2．戦後あ学習指導要領に見る体育科め目標や内容の特徴と課題の一覧

。o

改訂 ～昭和28年 昭和33年 昭和43年． 昭和52一年 平成兀年 平成．士0年 平成20年

社会的背景一

○軍国主義か．ら民
@主主義への転換
寥o験主一義の教育

將n域社会ρ問題
@を．解決する市民
@を育てるという
@志向性

○国際的なスポー
@ツで好成績が収
@めら札ない申Iで，

@東京オリンピッ
@クの誘致決定．
寢w校教育への競
@技カ向上の一要請

○東京一オリンピシ
@クでの成績不振一

@や高度経済I成長
@下の労働力確保
@により’，政府は
u体力づくり国民
@運動」一を率先

○受験戦争の激化，

@学業不振，いし
@めや不登校等が
@問題となる
寢w校にゆとりと
@充実を取り戻す
@ことが課題とな
@る

○自己学習能力育
@成
將m識．キ技能の習
@得よりも・意欲・

@態度・思考カ・
@判断力を重視す
@る新し・い学力観
@の提唱

○いじめ，不登校，

@学級崩壊，生活
@環境の乱れ，心
搏Iストレ．スな
@どの課題
尨A働の能力やそ
@れに対する意欲，
@関心の二極化

O　PISA型学力の低

@下
將m識基盤社会に
@おける権カミな学
@カとたくましく
@生きる健懐や体
@力の育成

目標現今 身体活動を通しての教育 運動の中の教育

重視された特性 機能的特性 構造的特性・効果的特性 機能的特性 構造的特性

キーワード 生活体育 系統主義的体育 体力向上 楽しい体育 めあて学習 心身一体化 確かな学力

特　　徴

時数

小学校低学年：130
@　　中学年：戸7
D、．．．．．一遇望生」．迎一

?w校：l05～175

小学校1年　：102．

@　2～6年　1105
鼈黶｡一｝　一　一　一　’　■　・一一’一一一■一一一■一

?w校　　．：l05

小学校1年　：102
@　　2～6年・：105

ｨ李陵一一一．．’…三’耐

小学校1年　二工02
@　　2－6年　1105

E一一．一一二’一一一一一一・・一一一’一■■■

?w校　　　：105

小学校1年　：102
@　2～6年：l05

闔沫ﾅ丁，牛丁莇一

@　3年：l05～140

小学校低学年　　90

@　　中学年：90
@　一高学年．90…一・…一二一＝一一一一一一㌧一一…

?w校．　　　90

小学校1年　　102
@　2年～4年：105
@　高学年：90一　一　一　一　’　一　一　一　．　■　一　一　■　一　I　一　■　・　　■　　一　’　一　一　一

?w校：　　105

内容

○生活経験主義
尠ﾚ標一内容一教
@材一単元一方法
@の一貫性を図ろ
@ラとした
尠竭濶�?w習の
@導入

○系統主義

寢賰b的運動能力
站Z能ダ主、要な

@目標に
實^動を立化と一し

@て捉え，その継
@承を目的とする

○基礎的運動能力
@一が「基礎体力」

@と同義であると
@理解される
寰w導要領におけ
@る総則「第3一体
@育」の設定

○運動の楽しさを
@体得することが
@目標に
實^動種目によら
@ない領域編成
@（基本の運動，
@　　　ゲーム）

O’人二人を伸ば
@す学習指導○学習モデルと’し

@て「めあて学習」

@の提示
將?w校での選択
@制授業の開一始

○目標に「心と体’・を一体としてと

@らえ」が明司○「．体操」．が「体　っくり運動」．に

@改称

O「基本の運動」
@領域廃止
n「水泳」領域が，

@4年生から5年
@生へ後退
n「体づくり運動」
@が全学年に設定

．編成上

課　　、題

○体育が視野．に入

@れる生活が余暇
@のスポーγ，レ
@クリエーション
@生活に限ら．れる
尠竭濶�?E学習を
@体育の学習指導
@方法に具体化す
@ることが容易に
@進まない

O「目標一学習内
@容．一教材」とい
@う関係の学習内
@容、という概念が
@姿を．消’し，教材

@が内容と提示さ．
@れ，「目標一教
@材一学習内容」
@という刊■即率　更された

○体育授業がトレ
@一一・三シグ化され，

@運動量のみが重
@視される授業が’｝よしとされた

寞ﾆ間体育という
@用語も生まれ，
@休憩時間が強制
@的な体力育廊時
@間に在る

○「楽しさの体得」
@「技能養成」．「体

@カ高揚」の三点
@が混在すること・によ’るねらいの

@不明確化
寢yしさ体得に向
@けた方法的視点
@の不明確さによ
@る混乱

○新し一い学力観に
@より，rできる，一

@わかる」よりも
@「やる気がある
@かどう一か」年最
@優先される
n「めあて学習」　　　　　　’

@ありきの画’的
@な授業形態’
寞Z能の位置づけ

○体育科の授業時
@数が／05時間か　ら90時間に減少

對癆ｻの声が多方
@面から聞かれる
@「めあて学習」
@の継続，推奨
寢軏{の運動等，
@領域の未理解に
@よる混乱

○子ともの発達を
@考慮した基本の
@運動が廃止されu
@る
p必要・充足が特性
@である「体づ．く
@り運動」が，低
@・中学年にも設
@置きれる
宦u水泳」の後退

結果
」

○経験主義への傾
@倒：rはいまわ
@る経験主義」

尠??�竄轤ｹて
@おけばよいとい
@った放任授業の
@現出

○目標達成にむけ
@ての内容の習得
@にふさわしい運
@動についての議
@諭．や内容領域設
@定の問題意識や
@議論は後退した

○技術，戦術の一
@方的伝授
寞Z能，測定可能
@な運動能力，体
@カのみが強調
宦u運動好きの体
@育嫌い」

O」「基本の運動」

@「ゲーム」領域
ﾌ卑解不足
寢yしければよい
@といった教育内
@春を押さえない
@放任授業の現出

．O体力偉下

寃}ネージメント
@軍規（場づくり，

@資料提示）等指
@導が見．られない
寞ｻ味関心のみで
@選択させる授業

○めあて学習の継
@・続，推奨等によ
@る混乱
實^動好き・鎌い
@の二極化
尅ﾌ力低下

船4佐　　“日＃1切㎡士」エ ｝　レ　し母上凸わ拍古→r丸｛　払ナ一一、、一．レナ、．江　一 齢烙　H刀天□ワ只生ンいっ雄で重ンめた注） 昭和22年・昭和24年・昭和28年の改訂に関しては，戦後の混乱期であることと法的拘束力を。もたないことか・ら，戦後～昭和28年といワ枠でまとめた



表3．昭和28年学習指導要領の領域編成
I　　　　I

小学校 中学校

1・2年 3・4年　　5・6年 領域

力試しの運動 相撲

徒手体操

固定施設 巧技

リレー 陸上競技

ボ』ル運動

リズムや身振りの遊び リズム運動

パスケ・サッカ

oレーリ・ンド

gライ・ソフト・

^ッチフット

鬼遊ぴ

水遊び雪遊び 水泳・スキー・スケート

標に応じて，A型・B型・C型学習と呼ばれる学習法が

提示された。また，目標と教材との関係にそれを媒介と

する事項としてr学習内容」の概念が初めて登場した。

すなわち，r目標一学習内容一教材（運動種目）」とい

う由係が示されたのである。ここには，r一身体活動を通

しての教育」への目標観転換にかかわって，その目標を

達成するために手段となる運動のみを提示するだけでは

運動技能に嬢小化されてしまうことの憂慮があった。

　このような中で，「生活体育カリキュラム」．のように一，

素晴らしい実践も見られた川。その特徴としては，運

動のもつ技術的内容に加え，社会的内容や日常的内容も

考慮して発達段階に与さわしいものを選択・配列する考

え方が根底にあった。領域編成（表3）を見ても，低学

年ではr遊び」という文言が見られ，その意図を読み取

ることができる。

　しかし一方で，野球などのスボLツをやらせておけば

よいというような放任授業場面の現出や，rはいまわる

経験主義」2目〕と郡楡された現実もみられた

（4）昭和33年r小学校学習指導要領」

　本改訂州では，従来のr試案」からr文部省告示」

として法的根拠をもつものになった。すなわち，国家基

準となり；学校教育は中央集権的な統制へと進んだので

妻4．昭和33年学習指導要領の領域編成

小学校 中学校

1・2年 3・4年 5・6年 領域

徒手体操

器械運動

陸上運動 陸上競技

ボ］ル運動 球技

リズム運動 ダンス（女）

格技（男子）　　　　その他の運動

i水泳・相撲・鬼遊び・なわとび） 水泳

保健

ある。

　また，戦後続いてきた経験主義教育が子ども連の学力

を低下させるという批判のもとに，科学や文化の体系を

学ぶ系統主義教育へと大きく転換した。教育の現代化が，

全ての教科で問題とされたのである。

　体育科においては，東京オリンピックの誘致決定に大

きな影響を受けることになった。戦後，国際的な大会に

おいて好成績が収められないことが問題となり，スポー

ツ界から学校体育に競技カの向上が要請されたのであ

る。結果，小学校の運動領域は，それまで教材として位

置付けられていた運動領域が内容として提示されること

になった。すなわ．ち，「内容」は「徒手体操」鴫械運

動」などの文化としてのス．ポーツ種目が直接それを意味

するようになった、（表4）。したがって，前回までのr目

標・内寄・方法の一貫性」を追究する意識は弱体化して

しまったのである。つまり，・法的根拠をもっようになっ

たことにより，実践的カリキュラムを開発し研究しよう

とする風土が無くなってしまったのである。

（5）昭和43年「小学校学習・指導要領」

　本改訂川では，東京オリンピックの成績不振が子ど

もの基礎体力不足に結び付けられ，また高度経済成長を

担う労働力1人的資源の確保という背景をもとに，より

一層の「体力向上」が求められるものになった。これま

での指導要領でr活動力」とされていたも．のがr体力」

とい一う概念で説明されるようになったのも本指導要領か

らであ．る。また，体力を週3回の体育授業で向上させる

には限界があることから，総則第3の項にr学校教育活

動全体を通じて，体育の指導を適切に行う」が設けられ，

r第3の体育」という言葉が生まれた。すなわち，体力

づくりは学校教育全体の課題となり，朝礼時や業間など

も含め，学校生活が体力向上に染まっていったのである。

その結果，スポーツやダンスにおいても運動の効果的特

性洲が強調された。逆上がりを筋力養成あためにでき

るだけゆっくり行うことが求められたり，ダンスで体力

づくりをするにはどのようにすればよいのかなどが議論

された．のである川。このような背景から，技術をただ

機械的に，生産的に身に付けさせた結果としての衰能や

測定可能な運動能力一・体力のみが強調されるようになっ

た。

　結果として，体力は向上したが，「やらされる体育」

「運動（スポーツ）好きの体育嫌い」宮2〕「動物の調教」

州という言葉が聞かれるようになったのである。

（6）昭和52年r小学校学習指導要領」

　上述したように，最も個人差が考慮されなければなら

ない体力づくりも，一斉にやらされることにより，子と

ち達に嫌われていった。このような背景をもとに，本改
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表5．昭和52年学習指導要領の領域編成

小学校　　　　　　　　　中学校

1・2年　　3・4年　　5・6年　　領域

基本の運動　　　　　　　　体操

・固定施設や器具

・歩・走・跳

・水　・浮く，泳く“

・力試し　・用具

　器械華動

陸上運動　　陸上競技

　　　水泳

　　　　　格技（勇）

・模倣　　　　　　　表一現運動

　　ゲーム

・ボ］ル・鬼・リレー

ボ』ル運動

保健

ダンス（女）

集団的

スポーツ

保健

訂3引では「楽しい体育」と；いう新たなスローガンが掲

げられた。r楽しく明るい生活を営む態度を育てる」こ

とを究極の目標とし，「運動の特性苧3〕に触れる楽しさ

や喜びを⊥人一人の子どもの能力に応じて学習ができ・

る」ようにするという個を大切にする学習指導に重点が

置かれたのである。

　すなわち，低・中学年の児童は，その心身の発達状況

からみて，特定の運動技能を身につけて運動課題を追求

する文化としてのスポーツの学習や必要としての運動で

ある体操を学習することは困難であるという考え方に立

ち，「基本の運動」「ゲーム」という運動種目によらな

’い新たな領域編成がなされたのである。一言で言えば，

r基本の運動」とは，rある一定の課題を求めて楽しむ

個人的運動遊び」であり，rゲーム」とは，「今もって

いるカで，ノレールをもって勝敗を楽しむ集団的運動遊び」

と定義されるものである。当時，この編成に際し．領域

分類の名称をかえただけで，大きな改訂とは言えないの

ではないかという声が現場で多々聞かれたと言う。これ

に対して，高田は，rこれまでの運動教材の見方は，子

どもの側に立っていなかった，小学校の体育，と言って

もいわば大人の縮尺版で，子どもに即したものではない，

これではいけない，という反省を表明したことになる」

と述べ，考え方の転換の大切さを訴えている3引。つま

り，運動を手段として捉えていた「身体活動を通しての

教育」から運動すること自体に価値がある’と考える・r運

動（スポーツ）のなかの教育（Educati㎝in　Movement

（spo汽））」へと目標の方針転換が図られたと言える。

　　「基本の運動」「クーム」という領域の考え方は，子

どもの発達段階を考慮したもので高く評価できる。低学

年の子どもは未分化であるので，ある運動がどの領域に

属するのかはどうでもよいことである。グランドに出れ

ば走りたくなる・マットがあれば転がりたくなる・もの

があれば跳び越したくなる。ここには，器械運動・陸上

運動・体操といった分化された領域名は必要ないのであ

る（表5）。

　また，r楽しい体育」を方向目標とすることは，rや

らされる体育」などの実態を解決する一つの指針となり

得る。運動を楽しめることは，人間にとっての普遍的価

値であり，そのような経験の積み重ねによって，生涯に

わたって運動に親しむ能力や資質の向上が期待できる。．

また，楽しさ体験は，人格形成に大きく寄与する33〕。

したがって，著者は，このように領域編成された昭和5

2年の学習指導要領は，普遍的カリキュラムとして高く

評価される内容が含まれていたと考えている。

（7）平成元年r小学校学習指導要領」

　本改訂3丁〕では，臨時教育課程審議会注4〕の方針により，

とりわけr個性重視」が強調された。この影響を受け，

知識や技能習得よりも意欲や態度・思考力・判断力を重

視した「新しい学力観」が提唱された。

　体育科においては，ゲーム領域に位置付けられていた

リレーが，走・跳の運動として基本の運動領域に変更さ

れた。この変更に際して，その意図を現場教師が十分理

解していたとは言えず，基本の運動．・ゲーム領域の特性

を曖昧とする原因の一つとなった。加えて，義務教育段

階である中学校に理念のない選択制が導入された。また，

小学校で学習過程のモデルとして「めあて学習」舳が

提唱されたことも，現場を混乱させるr因となっ走。

　選択制に関しては，子どもの興味・関心のみによって

運動を選択させる．という問題点があげられ・放任授業が

多く見られた。rめあて学習」に関しては，方向目標で

ある・楽しさが内容目標となり，その楽しさの内実が曖昧

なままにその方法だけが全国に広がり，その混乱に拍車

をかけたのである。rめあて学習」を提唱した綱江は，

r新し・い問題解決学習としてのめあて学習は『自発性の

論理』『め・あての自己決定性の論理』『学び方の学習』

の三要素を特徴」とし，「単なる指導法の問題ではなく，

目標・内容・方法の’貫性を論理とする確固とした学習

理論である。」と述べている洲。しかし，rめあて学習」

は課題解決型学習の一つである課題選択学習と言え，何

ら新しいものではない。また，一斉学習やグループ学習

・個別学習ではr自発性」rめあての自己決定」r学び

方」等の力は育まれなからたのか，めあてのない学習は

あるのか等々の疑問がある：結果として，教師の意識が

多様な場づくり・細部にわたってポイントが記入されて

いる資料づ＜りに向き，r自発性」rめあての自己決定」

　r学び方の学習」の美名のもと，指導め放棄・放任授業

を生みだした。また，子どもが適切なめあてを設定でき

一る保障はなく，危険な技に挑戦したり，技能の低い子は

課題が這い回り上達しない等，多くの問題点が指摘され

た31〕3目〕側41〕。

　この背景には，文部科学省の示す学習指導要領にも目

を通さず，一方で批判的に検討しないまま例示として示
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されたにすぎない『めあて学習」が全てたと盲目的に受

け入れて実践する現場教師の実態がある。ここには，カー

リキュラムメーカーとしての教師の専門一性が存在してい

るとは考えられない。

（8）平成10年r小学校学習指導要領」

　本改訂州では，r完全週5日制」べの移行，r総合的

な学習の時間」の新設により，教育内容を厳選する；と

が課題となった。体育科も他教科同様に授業時間数が・

105時間から90時間に削減された。

　体育科では，「めあて学習」の影響もあって，運動に

興味をもち活発に運動をする者とそうセない者に分かれ

る三極化現象や生活習慣の乱れやストレス及び不安感が．

高まっている現状が見られた。したがって，「心と体を

一体としてとらえ」という表現が目標に明記された。こ

のことにかかわって，従前のr体操」領域がr体づくり

運動」と改称され，内容はr体力を高めるための運動」

に加えて「体ほぐしの運動」が新設された二

　しかし，内脊の精選についての議論が深まらないまま

に，また，機能的特性洲の位置付けやそ．の楽しさの内

実を見いだせないままになっていた現実があり，技能的

特性注畠〕に触れた楽しさを志向することや，その楽しむ一

ための目標設定，そこから生み出される挑戦欲求や達成

感・承認の喜び等，普遍性に迫れなかったのである。そ

の中で「めあて学習」がいまだ推奨される38〕等，現実

には体力の低下傾向には歯止めはかからず，学力も低下

しrゆとり教育」がrゆるみ教育」と郡楡される現実を

生起させた。

表6．平成20年学習指導要領の領域編成

（9）平成2◎年r小学校学習指導要領」

　本改訂7〕では，上述の反省に立ち，r確かな学力」産5〕

がテーマの一つとなり，指導内容の確実な定着が求めら

れた。その中で，学習過程は「習得一活用一探究」と段

階をふむことが強調された。

　体育科においては，高学年への系統性が見えにくいと

いうことからギ基本の運動」という傘概念が外され，従

前r内容」としていたものがr領域」として示された。

一また，r体づくり運動」が低学年から配置された。

　これらの領域編成には，多くの矛盾点が内在している。

「基本の運動」に関しては，領域を編成し直しただけで，

その系統性が見えやすくなるのか。「体づくり運動」に

関しては必要充足という特性を有しており，低・中学年

の児童の実態にはそぐわないとされたきたこれまでの考

え方はどうだったのであろうか。事実，学習指導要領解

説にもr低・中学年においては，発達の裏階を踏まえる

と，体力を高めることを学習の直接の目的にすることは

難しい」とその問題点を認めているのである。また，内

容にr多様な動きをつくる運動」があり，この内容はこ

小学校 中学校

1・2年　　3・4年 5・6年． 領域

体づくり運動

器械・器具

を使っての 器械運動

運動遊び

走・跳の 走・跳の 陸上運動 陸上競技・

運動遊び 運動

水遊び 浮く・泳ぐ 水泳

運動」

武道

一ゲーム ホ㌧ル運動 球技

表現リズム 表現運動 ダンス

遊び

保健

れまでのr基本の運動」領域で音もうとしていた巧緻性

・調整力・将来のスポーツ活動の素地経験を培うことと

同義であり，ここにも矛盾が見られる。r水泳」領域に

ついても，3年生から設軍したいが，施設の不十分さ．か

。ら4年生にしたとされてきた37jこれまでの説明との館

薗吾が見られるのである。

　領域編成（表6）を見てみると，子ども達がr体育嫌

い」になった昭和33年の改訂（表4）と近似している。

これではまた，10年後には学習指導要領が改訂される

ことは想像に難くない。ただ，中学校における選択制の

開始時期が，2年生から3年生に変更されたことは，義

務教育段階の教育のあり方か・ら見て評価できる。

2．体育科の学習指導要領の変遷から見るカリキュラム

　編成上の課題一

　戦後の学習指導要領を概観する中で目標理念が，r身

体の教育」「身体を通しての教育」「運動の中の教育」

べと変遷していることが認められた。しかし，これらの

理念は，選択して考え．るべきものではない。また，r運

動についての琴育（Educatign　ab㎝t　Spo㎡Science）」とい

う目標理念も含み込ませることが求められる。すなわち，

普遍的カリキュラムを作成するためには，上記四つをバ

ラン子よく重視して目標を考える必要があると考えられ

た（図1参照）。

　領域編成においては，未分化という発達段階を考慮し，

運動種目によらない領域編成として「基本の運動ジケ

ーム」領域を設定することが望ましいと考えられた。同

時に，必要充足の特性をもつ’「体づくり運動」領域は，

高学年から設定すべきだと考える。水泳領域に関しても，

その適時性からも3年生から設定してよいと考えられる

州。
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　普遍的カリキュラム作成においては，目標の考え方と

子どもの発達をどのようにおさえるのかが，重要視され

なけ．れぱならないのである。

第4節　体育科におけるカリキュラム試案作成

　カリキ斗ラム作成にあたって，「身体的発達」「心理

的発達」r認識的発達」を含意する子どものr運動発達」

の観点からシーケンスの考究を試みた。

1．「運動発達』の先行研究

　r運動発達」一については，A・ゲゼルら44〕州，マイ

ネル4I3〕，後藤47〕州州らの優れた先行研究がある。・こ

こでは，これらの文献を中心に，共通点や相違点を整理一

し，カリキュラム作成に必要なシ』ケンスを設定しよう

とした。

　表7は，三人の運動の発達段階を整理したものである。

三者の考え方を概観すると，大きく三つに分けられる。

第一期は小学校1・2年生，第二期は小学校3年生から

6年生，第1三期は中学校段階である。

　第一期は，走る，一跳ぶ，這う，投げる，捕るなどのヒ

トの基本的運動の習熟に適し走時期州である。発達段

階としては，未分化な状態にあることから，活発性・独

自性という特性が見られる。このような特性をもつ子ど

も連を運動に駆り立てる要素と．しては，遊び（遊戯性）

・何回も繰り返し行う（反復性）・いろいろな動きに興

味を示す（多様性）・少し難しい課題に取り組みたくな

る（易課題性）を挙げることができる。

　第二期は，「即座の習得」州と言われるように，子

どもの技能が飛躍的に伸びる時期であり，運動習得にお

ける最適期州と言える。ギャングエイジとも言われる

ように，徒党を組むことからも，グループにおける関わ

り合いの活性化が期せる時期である（集団性1競争性）。

また，難しい動きに興味をもち，試行錯誤を繰り返して

技能を習得するようになるのもこの時期である（課題性

・成熟志向性・適応性）。さらに，この時期の小学校5

・6年生期においては，学習集団が形成され（社会性），

運動そのものの楽しさを自覚的に楽しめるようになる

（目的的志向性）特徴がある。また，この時期には，な

ぜしなければならないのかといった意味を理解して行動

でき（規範性）自分たちで考え，選択して行動できる（自

己決定性）能力も備わってくる。この社会的特性の発達

の面から，運動習得における最適期を中学年と高学牢に

細分することが適していると考えられた。

　第三期は，技術・戦術等々について専門的運動が習得

される時期川であると言える。より専F弓的な動きに興

味を示し，その精度を高めようとする特性がある（活動

性・正確性I・課題の専門性）。しかし，性的成熟による

ぎこちなさや巧みさの低下が見られる時期でもある（思

春期の不器用）。

　上記のように，運動発達や心的特徴の観点から考える

と，現行の・学習指導要領に示されている小学校低学年・

中学年・高学年・中学校というシーケンスの期分けは妥

当であると考えられる。しかし，実際の指導場面では，

同一学年の児童であっても上下2学年程度の差のある子

が存在する。このようなことには十分配慮しなければな

らない。換言すれば，カリキュラム論では個が消えてし

まうが、教材論において個を生かす工夫が必要であるこ

とを示唆している。

2．カリキュラム試案から実践的カリキュラム作成へ

　上記のr運動発達から整理したシーケンス」・に加え，

子どもの発達段階や後藤らの先行研究をふまえ，領域レ

ベルでのr体育科カリキュラム試案」を示せば表8gよ

うになる。

　運動分類は，「操作系の運動」「足による移動運動」「変

形姿勢の移動・回転運動」r特殊な環境での移動運動」

「人とリズムに対応する運動」「人に対応する運動」「人

と物に対応する運動」の七つの観点に基づいた4竜川〕。

　　r人と物に対応する運動」であるrゲーム・ボール運

動」領域においては，作戦遂行の難易度から，低学年は

攻防相乱型よりも攻防分離型ゲームの方が適している

川。また，攻防分離型から攻防相乱型へ一気に移行さ

せて学習するには無理があり，両者の聞に過渡的攻防相

乱型を仕置付けることの有効性が明らかになっている

5’〕52〕53〕 Bしたがって，rゲーム・ボール運動」領域は，

ゲーム様式に基づき学年配当した。

　　「特殊な環境での移動運動」である「水泳」領域は，

適時一性の観点から3年生から位置付けている43〕。

　　r人とリズムに対応する運動」であるrダンス」は；

3年生からに位置づけた。なぜなら，リズムの本質は，

強弱一（拍子）と速さ（テンポ）一の組み合わせであり，リ

ズムダンスは「リズムに合わせて身体を動かす」，創作

ダンスは『リズムを自分で創って身体を動かす」ことが

特性であり，表現運動と表記するよりは，本質に追る「ダ

ンス」の方がよりふさわしいと考えたからである。一

　総じて，全ての領域において，小学校と中学校との円

滑な移行を考えた。すなわち，’平成20年学習指導要領

で，小・中・高の12年間を発達段階から「4・4・4」の

原則で区分しているように（各種の運動の基礎を培う一

期・様々な運動を体験する時期・生涯スポ」ツに向け運

動を選択し深めていく時期），小学校高学年と中学校1

・2年生は，同じ発達段階にあると考えられるからであ

一る5目〕。このことは，r体づくり運動」，「器械運動」，r水

泳」，rダンス」，ギ武道」，rボール運動」とr球技」に

おける攻防相舌し型に表れている。
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表7．運動を観点にした発達段階の特徴

学年 年齢 A・ゲゼルら マイネル 後藤

二一つの演技を習得するときに ・しっかりと目標を決めた運動 く一般的な運動技能習得の段階〉

繰り返し練習するく反復性〉 の仕方へと発達を開始する ～系統発生的な運動の習熟～

！ 7歳 ・一 ﾂの活動に熱中するが，突 く運動課題の把握〉 ・基礎的運動

然放棄することがある一 活発で動きづくめ〈活発性〉 ・基本的運動の習熟，洗練化

く多様性〉 ・遊びの中に現れる自由奔放さ ・運動の組み合わせの習熟

〈遊戯性〉 ・動くものに対応する

・他人のやり方を見ても自己流 走る，跳ぶ，這う，投げる， 動きの習得

に戻ってしまう　　〈独自一性〉 ・よじ登る，捕と撰の組み合わ 【運動例】

2 8歳 せ　　・　　　く基本的運動〉 ①r陸上運動」r陸上競技」へ

・片足連続跳び（ケンケン），

・スキップと安全な着地

②「ボール運動」r球技」へ

」・ ・競争相手のあるスポ』ツに興 ・運動は意識的に制御されるよ 〈基禅的なスポーツ技能

3 ’9歳 一味を見せる　一一〈競争性〉 うになり，安定してどんどん 習得の段階／

・グループ活動ができるように 上手くできるようになり，目 ～個体発生的な運動の習熟～

なる　　　　　　　く集団性〉 常生活で自由に運動するとき ・運動習得の最適期

・成熟した興味に向かう でも目標を捉え，無駄がなく ・即座の習得

く成熟志向性〉 なってくる ・．スポ』ツ運動の始まり

4 10歳 〈最適の学習期〉 ・基礎的スポーツ技能の習得一

・全身的巧みさと部分的巧みさ ・達成要求が高まる

の向」二

・ルールを教えなければならな く全身的・部分的巧緑性〉 1運動例】

い　　　　〈社会性・規範性〉 ・多くの子どもが長く練習しな ①「陸上運動一」一「陸上競技」へ

5 、l1歳 ・どこでどうして敏捷さを獲得 いで，新しい運動経過をすぐ ・助走から片足踏切のrゴム跳び」

してきたのかに驚かされる に習得してしまう ・短助走でのrはさみ跳び動作」

く適応性〉 〈即座の習得〉 ・適切な踏切位置の発見と
一　　一　　一　　’　　一　　一　　’　　’　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　．　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　’　　’　　’　　一　　一　　一　　一　　．

・運動好きとそうでない者に分 ・この時期から一般に，性的成 クリアランス技術

かれる　　　　　　〈二極化〉 熱現象によって多かれ少なか ・踏切技術「はさみ跳び」から

・ゲニムその’烽ﾌを楽しめるよ れ妨げられる　（ぎこちなさ， 「背面跳び」へ

6 12歳 うになる　　　く目的的運動〉 巧みさの低下等）

・各人の能力に従ってチームメ く性的成熟期〉 ②「ボール運動」「球技」一へ

シバーを選べる ・運動を新しく「習得することは ・過渡的攻防相乱型ゲーム

く自己決定性） 前面に押し出さない方がい ・攻防相乱型ゲーム

・絶え間なく動いていること， い。むしろ，これまで獲得し
’一一一■一■ D．一‘一一一一一一I一一一一一一一一一一一■I－1一‘

ｭ専門的なスポーツ技能

正確さを求めて運動する。 た達成を維持し，運動系の質 習得の段階〉

1 13歳 く活動性・正確性〉 ．を保つのに重点を置くべき ・体格，体力の顕著な発達

中 一く達成維持〉 ・多様なスポ］ツ技能の経験

・運動技術や戦術の問題を意識 思春期の運動不器用

文2 14歳 ・男子と女子でスポーツヘの興 して強調するのは合目的であ 【運動例】

味が異なってくる り，興味を深めさせる ①陸上競技

・スポーツにますます興味を強 〈課題の専門性（技術・戦術）〉 ・背面跳び

3 15歳 める子どももいる ②球技

〈専門性〉 ・戦術的な攻防相乱型ゲーム
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表8．体育科カリキュラム試案〈後藤（1997）川を改編〉

校種・ 小学校 中学校

学年 1 2 3 4 5 6 1 2・ 3

基本的運動の習熟期 運動習得の最適期． 専門的運動の習得期
一 〈走，跳，投，捕等〉 く全身的・部会内巧みさ〉一 〈技術・戦術〉

運動発達 ○発達特性 ○発達特性 ○発達特性 ○発達特性

から整理した ・活発性・独自性 ・集団性・即座の習得 ・社会性・適応性 ・活動性・正確性

シーケンス ○方法的要素一 ・成熟志向性 ・目的的志向性 ・思春期の不器用

・遊戯性・多様性 ○方法的要素 ○方法的要素 ○方法的要素

・反復性・易課題姓 ・競争性・課題性 ・規範性・自己決定 ・表題の専門性

運動分類の観点 領域編成

基本の運動 体づくり運動

○操作系 ・用具操作

○足による移動 ・走・跳の運動遊び 陸上運動 陸上競技．

○変形姿勢の ・器械・器具を使っ 器械運動

移動・回転 ての運動遊び

○特殊な環境 ・水遊び 水泳

での移動

○人とリズムに ・表現・リズム遊び ダンス

対応

○人に対応する 武道

○人と物に対応 ゲーム ボール運動 球技

する 攻防分離型 過渡的攻防相乱型 攻防相乱型

第5節、要約
　本論文では，カリキュラムの歴史と転後の体育科学習

指導要領の変遷を概観し，実践的カリキュラム作成に向

けての基礎的知見を得ようとした。

1）カリキュラムの類型は，学間中心と子ども中心の二

　つに大別された。また，カリキュラムの変遷は，この

　二つの極で揺れ動いてきたことが認められた。

2）カリキュラムの構成にあたっては，「学問的・文化

　的要請」「（学習者の）心理的・成熟的要請」r社会的

　要請」の三つの柱をおさえることが重要であると考え

　られた。また，r学問的・文化的要請」はスコープと

　して，r心理的・成熟的要請」はシーケンスとして押

　さえられた。さらに，r社会的要請」からは，時代や

　流行に左右されるのではなく，普遍的な価値に基づく

　目棲論を重視する必要性が示唆された。

3）・作成者の観点からカリキュラムは，r理想曲カリキ

　ュラム」「公的カリキュラム」「実践的カリキュラム」

　　「理解できるカリキニラム」の四つに整理された。そ

　して，「『実践的カリキュラム』と『理想曲カリキュ

　ラム』の相互作用」『『授業実践』と『実践的カリキ

　エラム』の相互作用」r『理想的カリキュラム』を基

盤にした『公的カリキュラム』の作成」r『実践的カ

　リキュラム』の成果の肝公的カリキュラム』への反映」

　が課題として求められることを指摘した。

4）体育科学習指導要領の目標は，r身体の教育」から

　「身体を通しての教育」へ，さらには『運動の申の教

　育」へと変遷していると読みとられた。そして，今後

　は，これらに加えてr運動についての教育Jも含み込

　ませることが大切であり，この四つの目標をバランス

　よく押さえξ必要があると考えられた。また，カリキ

　ュラムは，」学問的・文化的要請と心理的・成熟的要請

　の交点に教育内容が措定・配列され編成されなければ

　ならないと考えられた。

5）カリキュ」宴?ﾌシーケンスは，小学校低学年・中学

　年・高学年・中学校の四期で押さえること一が妥当と考

　えられた。すなわち，低学年期は「基本的運動の習熟

　期」，中・高学年期は「運動習得の最適期」，中学校

　はr専門的運動の習得期」であり，r運動習得の最適

　期」は社会的発達特性からさらに二つに細分された。

6）体育科の実践的カリキュラームは，教科成立基盤の身
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体運動文化から教育内容を措定し，子どもの発達段階

や欲求を重視した融合カリキュラムとして構成するの

がよいと考えられた。一

　　　　　　　　　　　　注

注1）1948年に発足したrコア・カリキュラム連盟」

　が1951年にコア・カリキュラムの基本構造（経験単

　元的な中心課程と基礎的な知識や技能を学習する周辺

　課程という二課程編成）をもとに，健康・経済（自然）

　・社会・表現の四領域を設定し，それぞれの領域に対

　して，生活実践コース・生活拡充コース・基礎コース

　を設定した教育課程の定式をいう’川〕。

注2）体育科が教科として成立する根拠は・身件運動（身

　体操作）およびスポーツ活動（技術，ルール，作戦，

　マナー）の学習にある。前者は身体教育の側面であり，

　主としてからだづくり（動きづくり）とからだ気づき

　とレて機能し，後者は，スポーツ教育の側面であり，

　プレイ（遊び）の本質的性格を有する種々のスポ」ツ

　活動における諸問題を処理する能力（行為熊カ）の形

　成に力点がおかれるものである。これらの身体教育の

　側面とスポーツ教育の側面を総合・統合した文化概念

　が「身体運動文化」54〕である。

注3）運動の特性論と。して一般的に，効果的特性・構造一

　的特性・機能的特性・技能的特性が挙げられる。効果

　的特性とは，運動の身体的発達に対する効果に注目し

　た特徴である。構造的特性とは，運動の技術的な仕組

　みに注目する考え方で，機能的特性とは，ヒトの運動

　の欲求に基づく特徴である5日〕。技能的特性とは，各

　種の運動を成立させている中核的な技術要素の将軍で

　ある。著者らは，これらの特性に触れた楽しさを味わ

　わせる教育が大切であると考えている。

注4）臨時教育課程審議会11984年戦後教育の抜本的

　改正を主張する中曽根内閣のもとで設置された議会。

　ここでは，r個性重視」が中心的に主張され，そ札を

　受けて体育科では「一人一人を伸ばす学習指導の方向」

　が強調された。1991年には「小学校体育指導資料」

　が刊行され，その中でrめあて学習」が提唱された。

　「めあて学習」とは，「今もっている力での学習：め

　あて1」段階から「工夫した力での学習1めあて2」

　段階へ，という流れを単元・一授業で保障し，螺旋的

　な高まりを生み出そうとする学習過程である。

注5）学力経済協力開発機構（OECD）が2000年から

　実施している国際学力調査rPISA調査」のr読解力」

　部門での成績が，2003年に14位に低下した。こρ結

　果から，学力問題が教育界を席巻し，現在では，r基

　礎・基本を身につけ，いかに社会が変化しようと，自

　ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断

　し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力」を

総合した「確かな学力」の習得が叫ばれている川。
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第2章 体育科における「遊び」の定義と実践における有効性と可能性

第1節　目的

　第1章において論究したが，義務教育段階における第

一歩を踏み出す小学校低学年は，二股的な連動技能習得

期であり，極めて大切にされなければならない時期であ

る。序章でも述べたように，小学校高学年を担任した時

に，低学年の教育内容習得一から取り組まざるを得ない現

一状を打破するためには，低学年の発達段階に応じた・カリ

キュラムを編成しなければなら一 ﾈ’い。実際に，平成20’

年小学校学習指導要領解説体育編の低学年の運動には，

未分化・未組織な存在を尊重し，「遊び」という文言が

見られる1〕。この「遊び」概念の初出は，平成1b年学

習指導要領からで，その導入の説明は，以下のように述

べられている。すなわち，．r『基本の運動』一 ﾉついては，

児童にとって楽しい『運動遊び』としての一特性をよ一 阮ｾ

確にするためにユ『仲間との競争1・いろいろな課題への

取組など』を『楽しく行い』とす・るとともに，第一I学年

・第2学年において，従前の『・・＝の運動』を『…の運動

遊び』に改めることとした。」とある。しかし一，r遊び」・

とはいかなるものなのか，という定義づけはなされてい．

ない2〕。また，諸文献においても一，丁低学年の内容が『運

動遊ぴ』という表現になった。子どもたちの興味・関心

を引く手軽な運動遊びを取り上げながら，全身自勺な身体

活動を通して心の開放と仲間との交流を図り，自発的・

自主的な取り組みの中に運動好きを育てながら，体づく

りと動一きづくり一をねらった内容であることをいっそう強

調したものである。一」3〕，「特に今回の改訂では，低学年

の基本の運動の内容は，“運動遊び”と変更されている

が，これは児童ができるだけやさしい運動に出会うこと

で，伸び伸びと体を動かす楽し一 ｳや心地よさを味わうこ

とができるようヒすることを強調しているものである。」

4〕 Cr特に低学年の『基本の運動』は，児童にとって楽

しい『運動遊び』であるとする特性をより明確にするた一

め，『○O運動遊ぴ』と改めたものである’。」4〕と曖昧

で抽象的な説明がなされている。これでは；今までと具

体的にどのよ一うに異なるのかが不透明と言わ’ざるを得な．

い。

　一方，・平成’20年改訂において，昭和52年に設定され

た「基本の運動」領域盲〕が廃止された。その理由につい

て，r特に『基本の運動』については，高学年への系統

性が見えにくいものとなっていたことから変更し，従前

『内容』として示していたものを『嶺域』として示すこ

ととした。」I〕とされている。しかし，「基本の運動」

領域の特性について諸文献を見ると，「高学年の運動種

目に基づく領域に比較して，低学年及び中学年の基本の

運動は，未組織，未分化的である。」6〕，r運動即遊びと

いった教師の構えや子供の発達特性上，未分化な遊びを

する時代であるといった共通の理解が前提になる。同じ

登るといった遊びでも，競争であったり，力試しであっ

たりすること．牟・ら察して・遊びを未分化・未組織のまま

取り出して広めていくことが，自然である」7〕，「低学

年の子どもが親しめる運動は，高学年の運動にくらべて，

「単に量的なとらえ方で低い段階というより．も，構造的特

性に一般性を貴き難いとい・う質的な意味での未発達・未

組織的な特徴が見られる。」昌〕，r基本の運動は，子ども

の生活のなかにある運動遊びや基本的な運動様式を，子

どものあり・gままの欲求を尊重しながら楽しむ遊びであ

る。中・高学年に見られる各運動種目別め領域とは異な
り，一
^動技術の構造や体系が必ずしも明確にされない未

分化・未組織のままの運動遊びセある。」目〕等，低学年

・中学年における「未分化・未組織」という心身の発達

段階を極めて大切にした領域とされている。

　また，r基本め運動」と同じく昭和52年に設定された
rゲーム」・一 ﾌ域5〕においても，r児童の心身の発達段階

に応じて集団で競争し合いながら，運動の楽しさを味わ

うことができるような運動遊びとして構成されている」

川とあるように，その趣旨はr基本の運動」と同一で

ある。換言すれば，「基本の運動」は「ある一定の課題

を求めて楽しむ個人的運動遊び」，「ゲーム」は「今も

・づているカで勝敗を楽しむ集団的運動遊び」で，両者と

もにr遊び」が大切にされた領域であることが理解でき

る。

　以上のことから，子どもたちの発達段階を考慮し，「未

分化・未組織」を強調するために「遊び」という文言が

導入されたと読みとられる。

　このような学習指導要領の変遷を概観したとき，曖昧

なままに使用されているr遊び」について今一度定義し

直し，授業実践場面でどのようにその考え方を取り入れ

ればよいのかを整理すること亭意義あうものと考えられ

る。つまり’ C体育科とい．う教育の場に「遊び」という概

念が有効的に働くのか，そしてどのような可能性を秘め

ている・のかを考究する必要があると・考えられた。

　そこで，第2章てば，＝r遊び」についての諸文献を整

理する作業を通し，遊びの本質を導出し，定義すると共

に，遊び概念を用いた体育授業への有効性と可能性を論

究した。

第2節　方法

　r遊び」にっいてぽ，先駆的に研究をまとめた様々な

文献がみられる。その中で，一文化史の観点か．らホイジン

ガ，社会学の観点からロジェ・カイコg，哲学の観点か
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らジャック・アンリオ，歴史（通史）の観点からM・J

・エリス，現象学の観点から西村清和，スポーツの観点

から大西鉄之祐の著作を対象として，これらの代表的研’

究者の考え方の共通項を見出し，遊びの本質を整理する

ことを通して，「遊び」を定義しよ・うとした。

　また，その定義をもとに，「遊び」の概念を授業実践

において具体的にどのように生かすことが可能なのか等

について整理・提案した。

第3節　r遊び」の本質と定義

　本項では，ホイジンガ，ロジェ・カイヨワ，ジャック

・アンリオ，M・J・エリス，西村清和，大西鉄之祐の

著書から，小学校体育の「遊び」に取り入れられると考

えられる・内容を抽出し，整理した。

1．ホイジンガ著「ホモ1ルーデンス」1！〕の「遊び」一

　観

　ホイジンガは，r遊びは文化よりも古い」と言い，「人

間文化は遊びのなかにおいて，遊びとして発生し，展開

してきた」と述べている。そして，「文化そのものはど

こまで遊びの性格を持っているか」に問題意識をもち，

「遊び」の本質にせまろうとした。

　氏は，r遊び」の本質は，・r人を夢中にさせる」r面白

さ」だと言う。そして，「真面目」は，「遊び」の対立

概念ではなく，「遊び」に内包される。なぜなら，遊び

はまったくr本気」で行われるからである。それをr最

高度の真面目さ」「感激の熱情に溢れてプレイする」「熱

中」という言葉で表章する。そして，遊びはr堂々」と

しなければならず，rどうしても勝ちたいという炎のよ

うに激しい願望を敢えて抑えて，遊びの規定で決められ

た許容の限界のなかで耐えてゆくというような，精神力

がためされること」もあるとしている。

　遊びの本質である「夢中」や「面白さ」を生み出す要

因には，「やってみないことにはわからない」という「不

確実」r不安定なチャンス」r『これは成功するだろうか』

という疑いが起こっている」といった要件が含まれてい

るべきである。さらに，「遊び」には，r美しくあろう

とする傾向」に基づく発展性が志向される。

　このような「生の最も基本的要素の一つ」である「遊

び」は，「人生にとって不可欠なもの，文化に奉仕する

一ものになることがある」ことから，「遊びそのものが文

化になる」としている。これらのことによって，遊びは

「精神的創造あるいは精神的蓄積として記憶のなかに定

着し，伝えられて伝統」となると述べている。

　したがって，真の文化は何らかの遊びの内容をもたず

には存続してゆくことができないと述べ，常に正しいフ

ェアプレイを要求し，文化を促すためには純粋でなけれ

ばならないと強く主張している。その結果，晴れやかな

感激を味わうことができるのである。

2．ロジェ・カイヨワ著r遊びと人間」’坦〕のr遊び」

　観

　カイヨワは，先述のホイジンガの功績を認めながらも，

　『遊びそのものの叙述や分類はことさ」らに，当然のこと

として無視している」r賭けや偶然の遊び，例えば，賭

博場，カジノ，競馬場，富くじなどはあっさりしめ出さ

れてしまう」，「遊戯的なるものの定義を非常に拡張し，

結局，規則をもち，約東にもとづき，恣意的である一切

の形態を遊びにふくめてしまラ」等，批判的に解釈し，

一新たな「遊び」観を提案した。

　カイヨワは，r遊び」をr自由で自発的な活動，喜び

と楽しみの源泉」として定義している。一方で，自由で

自発的だからこその弱点も指摘している。，強制されてす

るものではないことから，退屈・飽き・気分の変化に左

右されてしまう。しかし，このようなことも含めてr遊

び」であり，この欠陥がなければ，豊かな創造性をも同

時に失ってしまうと言う。これらを踏まえた上で，カイ

ヨワは，r遊び」を以下のような活動であると定義して

いる。

　①自由な活動：遊戯者が強制されないこと。もし強

　　制されれば，遊びはたちまち魅力的な愉快な楽し

　　みという性質を失ってしまう。

　②隔離された活動：あらかじめ決められた明．確な空

　　問と時間の範囲内に制限されていること。

　③未確定の活動：ゲーム展開が決定されていたり，

　　先に結果が分かっていたりしてはならない。創意

　　の必要があるのだから，ある種の自由が必ず遊戯

　　者の側に残されていなくてはならない。

　④非生産的活動：財産も富も，いかなる種類の新妻

　　素も作り出さないこと。遊戯者間での所有権の移

　　動をのぞいて，勝負開始時と同じ状態に帰着する。

　⑤規則のある活動：約東事に従う活動。この約東ご

　　　とは，通常法規を停止し，一時的に新’しい法を確

　　立する。そしてこの法だけが通用する。

　⑥虚構の活動：日常生活と対比した場合，二次的な

　　現実，または明白に非現実であるという特殊な意

　　識を伴っていること。

　そして，遊びを，アゴン・アレア・ミミクリ・イリン

クスの4つのカテゴリ」で分類する考え方を提案してい

　る。

　アゴンとは，’すべて競争という形をとる一群の遊びで

あり，そこには人為的に平等のチャンスが与えられてい

る。この遊びの原動力は，どの競争者にとっても，一定

の金野で自分の優秀性を人に認められたいという欲望で

あると言う。したがって，アゴンの実践は，不断の注意，

埠切な訓練，たゆまぬ努力，勝利への意志を前提とする。
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選手は，自分のカに頼るしかなく，これを最大限に活用一

するほかない。このように，アゴンは，個人的能力の純’

粋形態として現われ，．毛れを表明するのに役立つとして

いる。

　アレアとは，運命こそが勝利を作り出す唯一の方法で．

ある遊びであり，相手のある場合には，勝者は敗者より

運に恵まれていたということだけのことになる。・したが

って，遊戯者は完全に受動的になる。つまり，アゴンと

は対照的であり，勤勉・忍耐・器用・資格が否定される。

そして，アレアは，子どもにとって何が魅力なめか分か

らないと言う。動物は，直接的なもの，自分の衝動にあ

まりにとらわれていることから，抽象的で非感覚的な力

に喜んであらかじめ服従することがないという。子ども・

がフレアに魅力を感じないのは，動物に近いことにもと

づいているからだとカイ．ヨワは推察している。

　ミミクリとは，・その人格を一時的に忘れ，偽装し，捨

て去り，別の人格を装う遊びである。他者になる，ある

いは他者ヤあるかに思わせる，これが楽しみとして位置・

付く。そして，大きなスポーツの試合はミミクリの絶好

の機会だと言う。つまり，観客が競技者を真似るといっ

た選手との同一化がミミクリなのである。このように，

’ミミクリは絶え間ない創作が繰り広げられる遊びである

としている。

　イリンクスとは，眩量（めまい）の追求にもとづく．遊

びである。一時的に知覚の安定を破壊し・．明晰であるは

ずの意識を官能的なパニック状態におとしいれようとす．

るものである。

　一方で，カイヨワは，無秩序な遊びをパイデイア，秩

表1．1コジェ・カイヨワの遊びの分類12〕

アゴン アレア ミミクリ イリンク

（競争） （運） （模擬） ス。

（眩董）

パイデイア 鼓争 鬼をきめる 子どもの 子どもの

（遊戯） 取っ組み じゃんけん 一物真似 rぐるぐる

騒ぎ 合い・ 裏か表か 空想遊び まい」

はしやぎ 運動競技 遊び 人形 メリ・ゴー

ぱか笑い 員者け おもちゃの ラウンド

凧あげ ルーレット 武具 ぶらんこ

穴送り ボクシング 仮面 ワルツ

ゲーム 玉突き 仮装服 ヴォラ

トランプ フェン ドレス

の シング 縁目の

一人占い チェッカー 乗物機械

クロス サッカー 単式富くじ スキー

ワード チェス 複式富くじ 登山

ルドウス スポーツ 繰越式 演麟 空中

（競技） 競技全般 富くじ 見世物全般 サーカス

序だった遊びをルドゥスとする分類も行っている。

　パイディアは，気晴らし・騒ぎ・即興・無邪気な発散

といった共通の原畢をもち，遊びの本能の自発的な現れ

を意味する言葉と定義している。パイディアの初期段階」

の種類の遊びには，名付けようもない遊びが見られ，次

第に約束・技術・道具が使われはじめると同時に特徴を

も．った遊びとなっていく。そして，アゴン・アレア・ミ

ミクリ・イリンクスといった遊びへ分化し，困難を解決

して味わう楽しみが遊びのなかに登場してくる。この原

動力が，ルドゥスである。ルドゥスはパイディアをしつ

け，豊かにする。訓練の機会を与え，特技を身に付けさ

せ，・特殊技能を獲得させることになるとしている。

　幸た，r遊び」は勝とうとする意欲を前提としてい・る

が，前提どして礼儀において敵に立ちまさり，原則とし

て敵を信頼し，敵意なしに敵と戦うこと，また敗北を甘

受することも大切なことだと述べている。さらに，．チャ

ンスの活用・最高の努力の集中一偶然を生かす・リスク

を冒す勇気・細かく計算する慎重さ，こうした様々の働

きを組み合わ章る能カを働かせるのも「遊び」だ一という。

　表1は，カイヨワが整理したr遊び」の分類である。

r遊び」の分類基盤を後世に残した優れたものである。

3．ジャック・アンリオ著「遊ぷ主体の現象学へ」’3〕

　の「遊び」観

　アンリオは，カイヨワの「遊び」の分類を「たしかに，

ひとっの遊びを，それにひとっの構造性を与えてくれる

規則群の集合として客観的に定義することはで去る。そ

うすれば，その遊びをほかの遊びに対立させて見ること

ができる。しかし，そういうやりかたで進めば，一どの遊

．びもみな同棲に遊びなのだという根拠を明確化すること

が，なおざりにされてしまう」，あるいは，活動の定義

である自由・切り離された・不確定な・非生産的な・規

則のある・虚構的なといった6つを「一見，満足できる

もののように見える。ところが，その基礎としてもちい

られている諸基準があいまいで混乱していること，それ

から，このように区別された諸特性が結局は，衆目一致

して遊びとは無縁とみなされるような諸活動のなかにも

やはり一見いだされるということは，容易に証明でき・る」

と才比判している。

　そして，「遊びをその根源とその本質そのものにおい

て捉えてみると，’結局遊びとは，行動の形式ではなく主

体的な態度なのだ」と言う。このように，r遊び」の本

質を態度として捉え，その特性を不確定性・二重性・イ

リュージョンの3っに整理し，定義している。

　不確定性は，ありとあらゆる遊びの根底に存在し，そ

れによって遊びがもっと真面日な他の行為類から区別さ

れると言う。もっと真面目な行為においては，こρ不確

定性は，できるだけ縮小しようと努カされる。
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　二重性は，自分の行為を，遊びながら行い，行い牟が

ら遊ぶ。つま’閨C単なる行為者ではなく，自分が役者で

あ・ることを承知していることを言う。

　イリュージョンは，錯覚及ぴ錯覚の世界へ参入するこ

とであり，遊びへ加入することである。遊戯的態度の根

底には、イ．リュージョンの意識，イリュージョンヘの志

向が，’一次的所与としてあらゆる特性をそなえて見いだ

される。

　アンリオは，これらの特性を踏まえた上で，遊ぶ主体

の精神的態度を考察している。そこには「遊んでいると

いうことは，いったい何か」という間いが存在している。

その契機として，魔術（非現実）・明澄性（現実感）・

イリュージョン（超現実感）の3つを挙げている。

一魔術（非現実）とは，．遊びの中では椅子がすでに椅子

ではなく自動車であるように，対象への魔術的変質が行

われているということ．である。

　明澄性（現実感）とは，嗣ぎれていることを知らない

わけではないことである。つまり，椅子は椅子にすぎず，

人形が生きていないことを承知していることをいう。

　イリュージョン（超現実感）とは，全て遊ぶことの中

には，必ず情熱と乗り気とめまいがあることである。r無

我夢中にならずにどうして遊べようか」．と述べ，「遊ぶ

ことは自己の能力の行使」だと主張する。

　また，「遊びにおいて特徴的なことは，構造（規貝1」体

系としての遊び）に対する意味（遊ぶこと）の優位であ

る。構造が意味を生み出すのではなく’，意味が構造を存

在させるのだ」’r遊びは人問が自己をつくる運動と見え

る」とする彼の言葉は印象的である。つまり，創造的に

遊ぶことが意味を・立ち上げ，そして構造を形づくり，さ

らには，自己を形づくることになると解釈でき，ここに，

・r創造性」という遊びの要素を見ることができる。

4．M1J・エリス著r人間はなぜ遊ぶか」’4〕のr遊び」

　観

　表2は，エリスが過去に論じられた遊びを，変遷して

きた順に整理したものである。

　エリスは「遊び」に関する最も満足のいく説明を，「覚

醒一追求としての遊び」r学習としての遊び」r発達主

義的子ども観」の三つを統合したものだとしている。r覚

醒一追求」モデルは，r遊びとは，一覚醒水準を最適状態

に向けて高めようとする欲求によって動機づけられてい

る行動」であり，それは，r内発に動機付けられた行動」

であることを強調している。そして，そのメカニズムは，

環境に対して個人をかかわらせていると言う。r学習」

とは，個体の遺伝的傾向とおかれている特定の状況との

相互作用に適応した個人が生み出され，学習能力・環境

との新しい相互作用・他者との適所の共有による社会的

成果などの違いに適応の多様性が見られ，その中で実行

表2I”・J・エリスが整理した遊びの理論’4〕

名称 特徴

（提唱者）

剰余エネル 生存に必要とされる以上の余剰エネルギーの存

ギー説I、 在によって遊びはひき起こされる。

（シラー）

剰余エネル 反応剥奪期の後に増大した反応傾向によって遊

ギー説π びはひき起こされる。

（ヘデイガー）

本能説 遊び行為をする生得的能力の遺伝によって遊び

（ジェームス“） はひき起こされる。

準備説 後年の生活に備えて遊ぶ人の努力によって，遊

（グロース） びはひき起こされる

反復説 種の発展の歴史をその成長期間中に反復する遊　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

（キューリック） び手によ1って遊びはひき起こされる。

気晴らし説 元気を回復するために，労働でなされる反応と

（パトリック） は別の反応を個人が必要とすることによって遊

びはひき起こされる。

般化説 労働において報酬を受けてきた経験を遊びに用

（フリア いる遊び手によって遊びはひき起こされる。

・ロック）

代償説 労働によっては満たせない，あるいは生み出せ

（プリアー ない心的欲求を満たすために遊びを利用する遊
・ロック）
び手によって遊びはひき起こされる。

浄化説 乱れた情動を社会的に認められた活動に形を変

（グロース） えて，無害なやり方で表出しようとする欲求に

よって，遊びは一部ひき起こされる。この概念

はこれまでもほとんど全面的に攻撃の問題に限

られてきたが，ここでもそうすることになろ一う。

精神分析説 非常に不快な経験を遊びの形で繰り返すことで

I 深刻さを減らし，不快1な経験を局化する遊び手

（ウェルダー）． によって遊びは一部ひき起こされる。

精神分析説 遊んでいるあいだに極めて不快な経験の消極的

■ な受容者としての殺害11を逆転し，同しような方

（キ“ルモー）
法で他の受容者を積極的に支配し，そうするこ

とで不快な結果を浄化する遊び手によって遊び

は一部ひき起こ．される。

発達説 子どもの知力が発達する行程によって遊びはひ

（ピアジェ） き起こされる。

学習説 学習を生みだす正常春過程によって遊びはひき

（スミス） 起こされる。

覚醒一追求 個体にとって最適の状態をめざして覚醒（興味

説 あるいは刺激の水準〕を向上させるところの環

（シュルツ） 境または自己との相互作用を生みたそうとする

欲求によって遊びはひき起こされる。

能力一効力 環境の中で効果を生みたそうとする欲求によっ

説 て遊びはひき起こされる。こうした結果は能力

（ホフ朴） を証明し’�ﾍ感を生みだす。
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表3．遊びの諸説の発生≒機能による分類

遊びの発生 余剰エネルギー説I・■，本能説

反復説，般化説，発達説

準備説，気晴らし説，代償説

遊びの機能 浄化説，精神分析説I・・I，一学習説

覚醒一追求とし七の遊び説

能カー効力説

可能な行動の中から，適切な行動を選ぶことである。そ

して1経験の数が増えるに従って，個体は，反応がもた

らす結果について，より信頼できる予測をすることがで

きるようになる。このように成長する個体は，発達と類

似の段階をほぼ同じ時期に通っていくと見なしている。

　表3は，これらの諸説をr遊びの発生」とr遊びの機

能」に分けたものである。この分類に照らし合わせてエ

リスの定義をみると，「遊び」は，1発達段階に応じて発

生し，その「遊び」には覚醒の追求や学習といった機能

があると捉えたと解釈一することができる。

　上述したように，エリスは，遊び理論を統合しながら，

実践的意義を述べる中で，子どもに遊びを形式として教

えるべきか，という問いに対し，訓練から問題解決を経

て遊びへという連続線上に配列することによって具体化

できるとしている。一つまり，訓練によって特定の反応を

起こさせ，一 ﾔ題解決的取り組み方で探求する。これらの

連続線上に遊戯的・創造的行動が助長される。訓練場面

における失敗も，創造的反応でありうると言う。これは，

「遊びの反応は，本質的には創造的な反応であり，その

中では新しい要素と過去ゐ経験とが絡み合っている」と

いう「創造性」を生み出す。プロセスを述べていると解釈

できる。また，場という観点からは「子どもが遊び場を

再訪したとき複雑さが螺旋的に上昇するような環境との

相互作用が用意され」る必要性を説き，競争という観点

からは，「勝利の確立が競争者全部にとって平等である

とき」，つまり「結果の不確定性」の大切さを強調して

いる。

5．西村清和著r遊びの現象学」川のr遊び」観・

　西村は，r遊び」をrある特定の活動であるよりも，

一つの関係であり，この関係に立つものの，ある独特の

ありかた，存在様態であり，存在状況である。それは，

ものとわたしのあいだで，いずれが主体とも客体ともわ

かちがたく，つかずはなれずゆきつ、もどりつする遊動

注］〕のパトス的関係である」とし，この関係を「遊戯関

係」と呼んでいる。

　そして，rいない・いない・ばあ」から，①ふれあい

の遊戯関係，②宙づりに．された期待の遊隙，③同調され

た遊動，④遊ぶものと遊ばれるものとのあいだの役割交

替，を見出している。また，「遊び」の本質を『わらい

あうまなざしや快活なことば，一人々の間をキャ．ツチボー

ルのよう」に軽快に飛び交う関係」においている。つまり，

「遊び」を人と人との一関係，コミュニケ」ションの一

形式としたのである。上記の「わらいあうまなざし」は

．コミュニケーションの一形態であるノシバーバルコミュ

ニケーション，「快活なことば」はバーバル土ミュニケ

ーションと言える。

　「遊び」においては，特に「ノシバーバルコミュニケ

ーション」が中心となることから，体育科の価値にせま

る内容が含まれていると考えられる。

　また，「遊び」には，『自由な創造性」という価値が

あり，美や芸術にも結びつくとしている。そして，美や

着11進と戯れ，自己形成や自己創造へせまると言う。

　さらに，一西村は，・rス・ポーツ」とr遊び」を異なるカ

テゴリ∵に属する概念であると主張している。つまり，

rスポーツ」は，「ある独特の身体行動の形式を表示す

る概念であり，そのような行動形式には，一 ｳらに個別に，

陸上競技や体操，野球，テニス，スキー，ボクシングな

ど様々な種別がある」としている。一方，r遊び」は，

「個々の行動の形式を表示する概念ではなく，個々の行

動の構造や，そめふるまいにおける存在の独特の様態を

表示する概念」としている。そして，「テニス『で・遊

ぶ』わたしにとって『本い遊び手』とは，誠実で礼儀正

しいプレーヤーではなく，わたしとシーソー・ゲームを

するのにちょうどつりあった相手であり，『よい遊び』

とは，極限を競うゲームでも，騎士的なふるまいでもな

く，わたしと相手とが，お牟がいに同調しつつ’遊び関

係と遊動に身をゆだねていることができるようなゲーム

である」と述べている。’ @　　　　　　　　・
　以上，西村の「関係性」から「遊び」を見つめ直すと，

「コミュニケーション」「自由な創造性」「遊びと’ Xポ
ーツの逢い」の三つが授業実践における視点として整理

された句

6．大西鉄之祐著「闘争の倫理」川の「遊び」観

．大西は，スポーツは「遊戯性」「闘争性」r技術性」

をもっと言い，その中でもr遊戯性」へ警鐘を鳴らして

いる。その内実は，遊びの要素があるから’ ｩ由にやって

いればそれでよい，という娯楽享楽に堕落してしまった

ことへの警鐘であ’り，一r遊戯性」そのものを否定してい

るわけではない。例としてイギリス人が試合を見て，選

手が遊び半分で取り組んでいたらぱっと帰るrダル」を

挙げて説明している。そして，遊戯性は放っておいたら

rダル」になってしまう可能性が高いと言う。また，r闘

争性」やr技術性」にも危険性が含まれていると警鐘を

鳴らす。r闘争性」は，勝負中心であることから，放っ

ておいたら野獣の闘争に陥る。r技術性」は，技術の追

求は魅力的なものであることから，興味にまかせすぎる
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表4．ホイジンガーカイヨワーアンリオーエリス・西村・大西の「遊び」観の共通項

ホイジンガ　　　　カイヨワ　　　　アンリオ　　　　　エリス　　　　　西村清和　　　　大西鉄之祐

逆室Uミの＝置姜萎
◎人を夢中にさせ ◎自由・で自発的 ◎主体的な態度 ◎「覚醒一追求と ◎遊戯関係一 ◎人間の自己目的

る ◎喜びと楽しみの しての遊び」「学 的な行動がいか

◎面白さ 源泉 習としての遊 に楽しいもので

び」「発達主義 あり幸福なもの

的子ども観」 であるかを感じ

ること

婁；中一ラ受夏貫
○夢中・面白さ ○喜び ○イリュージョン ○覚醒 ○ふれあいの遊戯 ○もっとも崇高

○最高度の真面 ○楽しみ ○無我夢中になら ○内発的動機付け 関係 な感動の極致

目さ一． ○自由な活動． ずにどうして遊 ○同調された遊動 ○頂上体験

’O感激の熱情 ○隔離された活動 べようか ○全身全霊

○熱中． ○虚構の活動 ○魔術（非現実） ○全智全能

○晴れやかな感

激

倉］進…・1生

○美しくあろう ○豊かな創造性 ○遊ぶことは自己 ○覚醒水準を最適 ○自由な創造性 ○技術の追求

とする傾向 ○チャンスの活用 の能力の行使 状態に高めよう ○自己形成

○精神的創造 ○最高の努カ ○意味が構造を存 とする ○自己創造

○偶然を生かす 在させる ○適切な行動を選

○リスクを冒す勇 ○遊びは人間が自 ぶ

気 己をつくる運動 ○間題解決

○細かく計算する ○創造的な反応

慎重さ

○規貝1」のある活動

フF石崔三置・1’生

○不確実 ○未確定な活動 ○不確定性 ○結果の不確定性 ○シーソー・ゲー ○勝つためには

○不安定なチャ ム どのようにす

ンス ○宙づりにされた れぱよいのか

O「これは成功 期待の遊隙

するだろうか」

という疑い一

井寺有0）P勺容
○フェアプレイ ○遊びの種類 ○二重性 ○学習 ○コミュニケ』シ ○闘争のコントロ

○純粋 ・アゴンrアレア ○経験 ヨン 一ノレ

・ミミクリ ○訓練 ○スポーツとは異

・イリンクス なる概念

パイデイア

ルドウス

○非生産的活動
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と生命を賭してまでも追求することになる。これらは，

聞違った解釈がはびこっているこどに対する警鐘であ

り，極めて的を射た考え方であると評価できる。

　大西の言う本物のr遊戯性」とは，1人間の自己目的

的な行動が人間にとっていかに楽しいものであり，幸福

なものであるか」を感じさせることにある。これは，r夢

中’一・没頭」の奥深さを表現していると言える。つまり，

表面的な楽しさ・面白さに満足するのではなく，その内

実を見抜き，本質に触れさせることを考えなければなら

ないのである。そして，このような経験を保障するため

には，r闘争性」とr技術性」が欠かせない・のである。

　r闘争性」は，人間にとって原初的なものであり，人

聞の生活の目標である平和を考えるのであれば，この闘

争の中の倫理をしっかりと人間に植え付けなければなら

ないことを主張する。闘争をベストを尽くして正しいや

り方で戦った時には，終わったときに二つの心が一緒に

なって最も崇高な感動の極致に包まれ，胴上体験」に

至ると言う。ここにスポーツの価値を認一めているのであ

る。

　「技術性」は，技術が向上していく申に興味があり，

毛れを追求していく面白さに触れさせる大切さを主張す

る。これは，遊びにあっても「できる」といった技術の

上達を中核におく大切さを示唆している。

　そして，「遊戯性」「闘争性」「技術性」は，放ってお

いたら危険性をはらむ方向に準むので，ルール・規範・

フ平アプレイ．といった人間性によって統制する教育をす

べきだと述べるのである。つまり，大西は，ルールを遵

守する受動的な人間ではなく，ルールが無くても人間と

してしてはならないことを身をもって教えることを「闘

争のコントロール」とし，そのフェアな態度育成に主眼

をおくのである。

　同時に，「勝っためにはどのようにすればよいのか」

といった未解決な問題に遭遇したときの対処法を学び，

知性が育まれていくことが，人間として成長させていく

と述べる。これを，「全身全霊」「一 S智全能」と表現し，

この姿が表出されたとき，子どもたちは驚くほどの能力

を発揮すると言う。これらは，体育科において大切にさ

れている作戦・ルール・マナー・技術・知識等の教育内

容の習得，さらには課題解決に至る学び方の能力の育成

と合致し，これらの内容習得・習熟が人間形成にせまる

と解釈される。

7．遊びの定義

　表4は，本研究で対象とした6人のr遊び」観の共通

点を整理したものである。それらの共通項は，r夢中・

没頭」「創造性」「不確定性」の3つに認められ，「遊び」

における本質を示唆していると考えられた口

　すなわち，「夢中・没頭」は，ホイジンガの「夢中’」

ギ面白さ」r最高度の真面目さ」r感激の熱情」r熱中」

r晴れやかな感激」，カイヨワのr喜び」r楽しみ」r自

由な活動」r隔離された活動」ギ虚構の活動」，アンリオ

の「イルージョン」「無我夢申にならずにどうし十遊べ

ようか」「魔術（非現実）」，エリスの．「覚醒」『内発的

動機付・け」，西村のrふれあいの遊戯関係」r同調され

た遊動」，・大西の」rもっとも崇高な感動の極致」r頂上

体験」「全身全霊」「全智全能」の各キーワードがくの．

内実となる。一．

　「創造性」は，ホイジンガの映しく」あろうとする傾

向」「精神的創造」，カイヨワの「豊かな創造性」「チャ

ンスの活用」「最高の努力」「偶然を生かす」「リスクを

冒す勇気」「細かく計算する慎重さ」「規則のある活動」，

アンリオのr遊ぶことは自己の能力の行使」臆味が構

造を存在させる」r遊びは人間が自己をつくる運動」，

エリスのr覚醒水準を最適状態に高めよ．うとする」．r適

切な行動を選ぶ」r問題解決」r創造的な反応」，西村の

伝統：精神的創造・精神的蓄積

文化：生の最も基本的要素の一つ

　　　人生にとって不可欠なもの

　　　文化に奉仕するもの

喜びと楽しみの源泉

・内発的動機づけ

・主体的態度

・自己目的的活動

・「楽しい」「幸福」の自覚

ルドウス

　（運動種目）

パイデイア

　（運動遊ぴ）

課
題

の

発

展
性

夢中・没頭

経

真面目さ＝本気

　　失敗

創造性　　　　　　不確定性

アゴン・ アレア　　イリンクス　　ミミクリ

図1．r遊び」の定義とその位置づけ’

　　　（3つの本質の関係と喜びと楽しみの源泉）
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r自由な創造性」r自己形成」r自己創造」，大西のr技

術の追求」の各キーワードがその内実となる。

　「不確定性」は，一ホイジンガの「不確率」「不安定な

チャンス」「『これは成功するだろうか』という疑い」，

カイヨワの「未確定な活動」，アンリオの「不確定性」，

エリスの「結果の不確定性」，一西村のギシー．ソー・ゲー

ム」r宙づりにされた期待の遊隙」，大西のr勝つため

にはどのようにすればよいのか」の各キーワードがその一

内実となる。

　図1は，「遊びjの本質と考えられた3つの関係と喜

びと楽しみの源泉を示したものである。先に見出したr夢

中・没頭」と「創造性」．「不確定性」は，その質を異に

する。つまり，「夢中になる」「没頭する」姿は，「遊び」

がもつ「創造性」・や「不確定性」の本質に触れた結果，

表出される姿であり、，それ自体は一「遊び」を成立させる

要件とはなり難い。したがらて，「創造性」と「不確定一

性」の上位概念として位置づけることにした。

　そして，ホイジンガがr真面目さ」がr遊び」の中に

内包されると述べたことから川，「真面一目さ」つまり「本

気」になるという要件をr遊び」関係の中に位置付けた。

　同時に，エリスがr失敗」も創造的反応であると言う

ように’4〕，r失敗」は，r遊び」関係の中に含まれる。

なぜなら，「失敗」するから新たなものを創り出そうと

する。r失敗」があるから「成功」を求める。つまり，

r失敗」があるからr楽しい」し，r本気」になるため

に，欠かせない要件となると考えたからである。

　また，カイヨーワが「遊び」はパイデイアからルドゥス

ヘと発展していくと述べていることは’2〕，運動遊びか

ら運動種目へと発展していくカリキニラム編成原理と同’

質であると解釈できる。これは，r課題の発展性」と換

言すること一ができる。そこには，エリスの言うr学習」

やr経験」が積み重ねられていくことから14〕，縦軸の

プロセスに位置付けることとした。

　遊びの種類はiカイヨワの言う，アゴン・アレア・イ

リンクス・ミミクリが存在するユ2〕。これらは，それぞ

れ独立して立ち現れるのではなく，相互に関連したり，

同時に現出したりする。

　このような関係をもつ遊びは，カイヨワの言うr喜び

と楽しみの源泉」I2〕になると考えられ，遊びに取り組

む．中で，内発的に動機づけられ，主体的に取り組み，自

己目的的活動に昇華されるのである。そして，・行為者は，

r楽しい」やr幸福」といった感情に自覚的になり，次

のr遊び」への意欲やさらなるr遊び」の発展を志向す

るようになる。

　ここでのr遊び」の経験は，ホイジンガが述べている

ように『．生の最も基本的要素の一つ」「人生にとって不

可欠な一烽ﾌ」r文化に奉仕するもの」川といったr文

化」として一人ひとりの中に位置付き，さらには，『精

神的創造」「精神的蓄積」として伝統となっていくと考

えられる。

　これらのことから，本稿では，遊びを「真面目さや失

敗を内包し，創造性と不確定性を含めたアゴン・アレア

・イリンクス・ミミクリに取り組む申で，夢中・没頭と

いう状況を生み出す子どもたちの行為」とし仁。また，

　r遊び」を授業に取り入れる視座としてrパイデイアか

らルドゥスヘ，’ ﾂまり，運動遊びから運動スポーツ種目

へと洗練・変遷していく内実に『課題の発展性』が見ら

一れるもの」，’「’喜びと楽しみの源泉となる生の最も基本

的要素の一つ」の2つが考えられた。一

策4節体育科においてr遊び」概念を取り入れる有効

　性と可能性

1．r基本の運動」rゲーム」．領域へ

　「遊び」がパイデイアからルドゥスヘ発展していく過

程は，まさに，小学校低学年の未分化・未組織な発達段

階に合わせて設定された「基本の運動」「ゲーム」領域

から，運動種目による領域結成へ発展していく小学校の

カリキュラムと同質と考えられることから，運動種目に

よらない課題追求を楽しむr基本の運動」領域や勝敗を

楽しむrゲーム」領域の意義が改めて意味づけられる。

　表5は，第1章で提案した小学校体育の領域編成試案

であるが，平成20年学習指導要領’〕で廃止されたr基

本の運動」領域を位置付けていることの価値が，本論の

考案から認められよう。

　表6は，遊びの本質が，どのように「基本の運動」rゲ

ーム」領域に位置付けられ，実践場面でどのように考え

ればよいのかを整理したものである。

表5．第1章で提案した体育科領域編成試案

小学校 中学校

1 2 3 4 5 6 1 2．3

基本の運動 体づくり運動

・用具操作の運動遊び

・走・跳の運動遊び 陸上運動 陸上競技

・器械・器具を 器械運動

使っての運動

遊び 水泳

・水遊び

・表現・リズム 一ダンス

遊び

・力試しの運動遊び 武道

ゲーム ボール運動 球技

攻防分離型 過渡的 攻防相乱型

攻防相乱型
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　「基本の運動」領域において「創造性」を保障しよう

とすれば，子どもたちが運動する中で工夫することので

きる内容の措定が大切になる二その工夫には，r発展性」

と「多様性」の2つの側面が考えられる。「発展性」と

は，ある動きの高まりを言う。例えば，．壁倒立を3秒で

きていたことが5秒できるよう’になることや，片足を壁

か・ら離した壁倒立をするこ・とがそれにあたる。r多様性」

とは，技をたくさん発見するなど横一の広がりを言う。例

えば，鉄棒遊びにおいて，なまけものをし．ながらにらめ

っこすることや，コウモリをしながらジャンケンするこ

となどの遊びを創り出すことである。つまり，子どもた

ちにとって工夫の余地のない内容は，面白くないものと

認識される。したがって，教材開発にあたっ．ては，たく

さんの工夫が考え一られるように仕組まなければならな

い。その際，大切になってくるのが「場づくり」である。

エリスが，場をr螺旋的に上昇するような環境と．・の相互．

作用が用意され」る必要がある川と．述べてい亭こキは，

このことを示唆している。つまり，子どもたちの創造性

が駆り立てられる環境設定にするためには，場に魅力を

感じ，工夫を誘発するような計画的・意図的な設定が必

要である。

　体育科kおいて，「ゲーム」領域における「創造性」

の保障1‡，ルールの内実に「ルールづくり」と「琴づく

り」「作戦のコニ夫・遂行」の3つが含まれる。

　「ルールづくり」は，カイヨワの言う「規則のある活

動」’2〕であり，トラブルを解決しながらルールを創り

上げていくことや新たなルールを考えることなどを通し

て，「よりハラハラドキドキできる」クームを創造する

ことに本質があると考えられる。

妻6．r基本の運動」rゲーム」における

　　　　　　　　　　　『遊び」の本質の考え方

創造性 不確定性

工夫できる内容

基本の運動 ・発展性・多様性

場づくり

・環境との相互作用

場づくり 少し難しい課題

’・教材（教育内容） （フロー状態）

ルールづくり ・課題設定一

・トラブルの解決 ・めあて

・新たなルール ・自分の能力に適合

ゲーム 作戦の工夫・遂行

・布石となる動き

チャンス・偶然

・リスク・失敗

・信頼できる予想

試合における価値

　r場づくり」は，コートの大きさ，形，ゴールの位置

等，教師の意図が込．められており，換言すれば教育内容

を典型的に含み込ませた教材注2〕づくりの具体となる。

　「作戦の工夫・遂行」は，カイヨワの言う「チャンス

の活用」「偶然を生かす」・「リスクを冒す勇気」「細かく

計算する慎重さ」’呈〕やエリスの言うr適切な行動を選

ぶ」はり信頼できる予測をすることができるようにな

る」川などがそれにあたる。特に，ゲーム状況が刻々

と変化する中で，意図的なプレーをしようとすれば，一

瞬のチャンスを見逃さないことや，成功のための布再と

なる動き一をすること，また，時には偶禁巡ってきたチャ

ンスをものにしたり，リスクを冒してまで得点をとろう

としたりするプレーが必要となる。そして，作戦の成功

　失敗体験の積み重ねによって，より信頼できる予測が

できるようになるのである。また，作戦が飽和した際に一

は，新たな作戦の可能性を含む二次ノレールを創ったり，

新しい教材を用意したりして，新たな動きを誘発しなけ

ればならない。このように，創造性から導出される具体

的現象は，試行錯誤するなかで生み出される体験として

捉えられると考えられた。

　「不確定性」の保障は，「基本の運動」では「できそ

う．な気がする」状況，rゲーム」領域ではr勝てるかど

うかわからない」状況を生み出すようにすることが大切

であり，その定めにはr少し難しい課題設定jが求めら

れると考えられた。アンリオは，努力によって不確定な

一面を確実にできるようにしていこうとする行為につい

て述べている川。このことは，r技ができるかどうかわ

からない」，「作戦が成功するかどうかわからない」と

いった不安定な状況が，めあてをもって繰り返し練習さ

れたり，作戦を成功するためにどこでどのような動きを

すれぱよいのかを考えたりするこ・とを誘発することを示

唆．している。

　図2は，チクセンートミハイの提案するフロー状態のモ

デルである川。フローという概念は，「生活に意味づけ

と楽し」さとを与える，一強い没入経験を表現する概念」’7〕

不安

心配

フロ

退屈

不安

　　　　　　　　　　　行為の能力（技能）

図2．フロー状態のモデル（チクセントミハイ）川
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表7．大西の考える遊戯性・闘争性・技術性の関係

問題点 目指すべき姿 結果

遊戯性 娯楽享楽に堕落 全身全霊・全智全能 最

ベストを尽くして ・も

闘争性 野獣の闘争 正しいやり方で戦う 惑崇

く闘争のコントロール〉 昔同

追求する面白さ な

技術性 生命を賭す 未解決な問題に　L 亟

対処する

表8．試合における価値

一方の競技者が十分プレイする十勝つ　　＝十1＋1＝十2

一方の競技者が十分プレイする十負け　　＝十！－1二　0

一①一

一方の競技者が十分プレイする　　十勝つ＝斗1＋1＝十2

　　　　　　（不十分　　　　　　　　　一三十1＝　0）

一方の競技者が不十分にプレイする十負け三一1一ユ＝日2

　　　　　　（十分　　　　　　　　　　十1－1＝　0）

一〇

一方の競技者が不十分にプレイする十勝ち＝一1＋1＝　0

一方の競技者が不十分にプレイする十負け＝一1－1＝一2

※試合における価値を以下のように数値で表している

　　・十分なプレイ：斗1　〈→不十分なプレイ：一1

　　・勝つ　　　　＝十1　⇔負け　　　　　：一1

と定義されており，課題の設定は極めて大切であること

を示している。つまり，挑戦する課題が自分の能力に適一

合していることが大切になるのである。挑戦課題が自分

の能力よりも高ければ不安・心配となり，逆に，低けれ

ば，退屈・不安になる。「少し難しい課題」とは，この

フロー状態を表出させるのに欠かせない要件となるので

ある。したがって，r基本の運動」rゲーム」領域にお

いて，適切な課題設定が，子どもたちのギハラハラドキ．

一トキ」をわきおこすr不確定性」の要件となると言える。

　また，表7は，大西の考える遊戯性・闘争性・技術性

川の関係をまとめたものであるが，rゲーム」領域に

おいて，もっとも崇高な感動の極致を得るには，両肴が

精一杯にプレイすることが求められる。表8に，十分に．

プレイするにプラス1，不十分なプレイにマイナス1，

勝ちにプラス1，負けにマイナス1の価値を与えること

によって，「両者が精一杯プレーする」理想的な試合の

みが試合あ価値を生み出す。したがって，試合において

は，このことを目指さなければならないことを示してい

る。

2．「遊び〕の分類を実践へ

　　「遊び」の分類は，カイヨワの言うアゴン・アレア・

ミミクリ・イリンクス1’〕が適していると考えられた。

表9は，これらを具体的実践場面へどのように適応させ

るかをまとめたものである。

　・アゴンに関しては，何と競争するのかによって，し．・ろ

いろな工夫の余地が考えられる。人との競争・過去の自

・分との競争・モノとの競争など；それぞれの内容におい

て工夫できる。

　アレアに関しては，じゃんけんの要素を取り入れるこ

とが一っ考えられる。特に，低学年の学習の中で，移動，

する運動が多いことから，出会ったらジャンケンをして

勝ったら・負けたらといったアレアの要素を含むことが

できる。また，体全体でジャンケンをする・水中でジャ

ンケンをするなど，異なる動きを生み山さすきっかけと

することもできる。

　ミミクリに関しては，表現・リズム遊びにおいて，い

ろいろな動物やモノに変身する楽しさが工夫できる。基

械運動め運動課題はr身体操作によって空間表現を創造

すること」1日〕であり，これは「腕支持による表現運動」

と言い換えることができる。とすれば，器械・器具を使

っての身体運動をミミクリと捉えることもでき，また，

器械・器具を使った運動遊びや陸上運動・水遊びにおい

ても，動物や忍者・魚に変身して楽しんで取り組ませた

りすれば，ミミクリの要素を取り入れたことになる。ミ

ミクリも表現・リズム遊びに限った狭い範疇で考えるの

ではなく，多方面で工夫できる観点になるのである。

　イリンクスに関しては，例えば，前転で連続回転をす

ることや肋木から跳び下りる動き，鉄棒のこうもり振り

表9．遊びの分類を実践へ適用する際の轟点

分類 特徴 実践への観点

アゴン 競争という形を 何と競争するのか

とる一群の遊び ・他者・過去の自分

モノ・記録

アレア 運命で勝禾1」が決 じゃんけんの活用

まる遊び ・体全体で，水中で等

異なる動きを生み出

すきっかけにする

ミミクリ 人格を一時忘れ， 変身欲求

別の人格をよそ ・表現・リズム遊び

おう遊び ・器械運動での表現

動物や忍者，魚等に

変身

イリンクス 眩彙（めまい）　　　　　　コ 心地よさを感じさせる

の追求にもとづ ・連続回転・跳び下り

く遊び ・こうもり振り下り等
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・下りで一瞬空・中に浮く動きなど，その心地よさを感じさ一

せられる機会は，多様に設定できる二

3．「遊び」を核に・した授業実践へ

　以上のように，r遊び」の定義をもとに，実践への有

効性と可能性を探ってきた。その中で，華び1ヒ1ヰ，教育

的価値があることが改めて明らかにされ，実践における

具体的な方渉が提案された。　　　L

　最後に，「遊び」を授業の中でどのように位置付けて

いくのかを整理することにした。

　体育科は，教師と教育内容と学習者との関係（教育）

概念と捉えられる。図3は；教師・教育内容・学習者と

遊びの関係を示したものである。つまり，一三者の相方向

のコミュニケーションが，学習を成立させるものと考え

られるのである。そして，創造性・不確定性といった要

素を含み込ま章，・かつアゴン・アレア・イリンクスヘミ

ミクリといった遊びの分類という観点から，総合的に遊

びを捉え，教師は意図的・計画的に教育活動に取り組ま

なければならないことを示している。また，教育内容に

は，学び方・技術・作戦・ルーノレ・マナー・知識・運営

などを措定すること，そして，全身全霊・全智全能を掲

げて運動に取り組み，夢中になる・没頭する学習者（子

ども）の姿を志向するのである。このように「遊び」の

本質を押さえた実践こそが，小学校体育科の学習指導要

領においてr○○運動遊び」と示された意義と考えられ

た。

　　　　　　　　　　　教師

　　　　　　　　　意図的・計画的

　　　　　　　課題の発展性を仕組む

　　　　　　　　　　麸重て正

　　　　　　　　　　夢中・没頭

　　　　　　　　　真面　　・失敗

　　　　　　創造性　　　　　　　・確定性

　　　　ゴ’1アレア・イりンクス・ミミ　■

　　教育内容　　　　　　　　　学習者

　　学び方　　　　　　　　　　　全身全霊

　　技術・作戦　　　　　　　　　　全智全能

　　ルール・マナー

　　知識・運営

団3I　r遊び」を核にした実践場面での具体的イメージ

第5節　要約

　第2章では，体育科の授業で曖昧となっている「遊び」

の本質を導出し定義すること，ならびにこれを方法原理

として実践場面に適用すること一 ﾌ有効性を考究した。

1）遊びにつレ．・ての先駆的な研究であるホイジンガ，口

　ジェ・カイヨワ，ジャック・アンリオ，M・J・エリ

ス．，西村清和，大西鉄之祐の文献から，r夢中・没頭」

　「創造性」r不確定性」の3つが「遊び」の本質とし

て導出された。

　また，r遊び」はr真面目さや失敗を内包し，創造

性一と不確定性を含めたアゴン・アレア・一イリンクス・

　ミミクリに取り組む中で，夢中・没頭という状況を生

み出す子どもたちの行為」と定義された。さらに，「遊

び」を方法原理として体育授業に一取り入れる視座に，

　rパイデイアからルドゥスヘ，つまり，運動遊びから

運動（スポーツ）種目へと変遷していく内実に課題の

発展性が見られるもの」，ギ暮びと楽しみの源泉とな

　る生の最も基本的要素の一つ」の2つが考えられた。．

2）「遊び」、の本質である「創造性」について，「基本

の運動」領域では，『発展性・多様性を含む工夫」や

　r魅力ある場づくり」の2つが，rゲーム」領域では，

　「ルールづくり」「場づくり」「作戦の工夫・遂行」

　の3つがr遊び」の要件になると考えられた。また，

　もう一つの本質「不確定性」については，「基本の運

動」「ゲ÷ム」の両領域ともに，「少し難しい課題」，

つまりフロー状態を生み出すことがr遊び」の婁件に

　なると考えられた。

3）体育科は，教師・教育内容・学習者との関係概念で

　あることから，低学年を対象とした実践では，これら

　の関係性の申で，r遊び」という概念を取り入れるこ

　との大切さが指摘された。また，教育内容には，学び

方・技術・作戦・ルール・マナー・知識・運営等を措

定し，教師は，課題の発展性を意図的・計画的に仕組

　み，結果として，子どもが，全身全霊をかけて，全智

全能をかけて取り組むような夢中・没頭ナる姿が見ら

れる方法を用いた実践の目指されることが重要である

　と考えられた。

　　　　　　　　　　　注

注1）西村は「遊動」を「それぞれに原因をもち，目的

　をもっており，それゆえそれ自体として．は遊びではな

　いこれらの活動を，あてどない往還運動として，いわ

　ばおのずから生じた自在な遊動」とし，r遊び行動」

　をr遊動の生成，現出にかかわる行動である」’5〕と

　述べている。

注2）教材は「習得されるべき教育内容を典型的に含み

　もち，子どもの主体的諸条件に適合させ，学習意欲を

　喚起するように『方法的に仕組まれた』教授・学習活

　動の直接の対象となるもの」と定義される。なお，「主

　体的諸条件」には，身体的条件・認知的条件・情緒的

　条件・理性的条件・社会的条件の5つが想定される。
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第3章 小学校低学年における単元カリキュラム試案

　表1は，第1章により考究した普遍的カリキュラムに

基づき編成した領域レベルのカリキュラムである。すな

わち，中学校学習指導要領に示されている運動種目と，

子どもの運動発達の接点から教育内容を措定することに

よって，領域を編成したのである。

　この領域編成試案は，一表2の平成20年学習指導要領

の領域編成といくつかの点で異なる。著者の試案では，

①これまでの学者指導要領で用いられていたr基本の運

動」領域を残したこと，②「体づくり運動」領域を高学

年から配当したこと，③r水泳」領域を3年生から配当

したこと，④r武道」領域を高学年から配当したところ

に特徴がある。

　昭和52年に設定された丁基本の運動」領域と・『ゲ』

ム」領域の考え方は，小学校低・中学年期の子どもたち

表1．体育科カリキュラム領域編成試案

校種 小学校 中学校

学年 1　2　　3　　4 5　　6 1 2 3

運動分類 領域編成

○操作系 基本の運動 体づくり運動

用具操作

○足による移動 走・跳 陸上運動 陸上競

○変形姿勢の 器械 器械運動

’移動・回転 器具

○特殊な環境 水 水溝

での移動 運　　達． 達 日

○人と 表現 ダジス

リズムに対応 リズム

○人に対応 力試し 武道

■　　一　　一　　一　　’　　一　　一

○人と物に対応 ゲーム ボール導動 球技

肪分離　過渡的 攻防相乱

攻防相乱

表2． 平成20年学習指導要領の領域編成

小学校 中学校

1 2 3 4 5 6　　1 2 3

体づくり運動

器械・器具（遊） 器械運動

走。跳（遊） 走・跳 陸上運動 陸上競技」領域

水（遊） 浮く・泳ぐ 水泳

ゲーム ボール運動 球技

武道

表現・リズム（遊） 表現運動 ダンス

の発達段階は，「未分化」「未組織」であることから，

運動を種目として明確に分けることはふさわしくないと

されていた。

　「基本の運動」一領域は，「ある一定の課題を求めて楽

しむ個人的運動遊び」であり，・「ゲーム」領域は，r今

もっているカでルールをもって勝敗を楽しむ集団的運動

遊び」である。すなわち，課題を求めて楽しむ・勝敗の

表3．低学年の単元配列カリキュラム試案

1学期 2学期 3学期

く運動会〉 回　・器具を

一

現・
、

使っての

・跳の リズム遊び5 運動遊び

運動遊び の運動遊び4h

1 器械＝器具を 用具藻作の＼
　　　　＼運動遊び

　　　　　h

Y＼使っての運動 運動遊び

年 遊 ぐム（的あてレ 用具操作の
L　　’

24h ＼＿’一■2h 運動遊び

生 試しの運動遊 一一

（相撲） 用真操作の＼
^　　　　＼

水遊び 定の運動遊び＼ 運動遊び　、

今＿ム ゲーム
＼

2h （史バディ）　省h　㌧　　　　　　’　　　’ 、（ならびっこ　ノ
＼匁トペー〃h　　’

匿δ く運動会〉 用具操作の＼

運動遊び 現・
／　　　　　＼
@運動遊び　、

器械・器具を リズム遊び5． ゲーム

使っての運動 定の運動遊び4h ＼（シュート1手）ノ

2 遊び ・器具を ＼、　ノ6h

＾一＿@12h 使っての
　　’　　、@　　　　、@走・跳の　＼／。

牌作の＼く
年 ・運動遊び ∫　運動遊び

運動遊び 試しの運動 ゲーム

生 ゲーム 癖び（相撲） 、（シュート：足）／

＼（カバディ）12 用具操作の＼
＼　　　　　／
、＿ノ　9h

＼　　　　　／　　　　ノ ／　　　　　＼　　運動遊び　　　　　　、

走万＼、
’　　　　　　　　　　　　　、

水遊び ゲーム 運動遊び

15 ＼（ストップ　　ノ 具操作の

＼ご一つん 運動遊ぴ

注）表の丸囲みは，以下のように分類されている。

　実　線＝「基本の運動」一領域の内容を単独で扱う単元

　実哀観．二．［基本り連藪』．擾壇垂直餐童園蓮．ξ童た整元

　点．．録．J基本q連動」．領域．と．．［ク＝ニム」．領．域を

　　　　　　　　　　　　　　　　　関連させた単元

　配列するにあたって，単元問・学年間のつながりをもたせ，

意図的に配列した。なお，太線は本論文で報告する単元である。
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工夫を楽しむといった特性から分類されたこれらの領域

は，子どもたちの発達段階に適合していると考えられる

ため，踏襲すべきであると考えた。

　「ゲ』ム」領域は，一・戦術体系から，低学年では「攻防

分離型」，中学年ではr過渡的攻防相乱型」，高学年か

ら中学校にかけての「攻防相乱型」へと．立ち上げる教材

配列が適していることは，著者らのグループの数多くの

実践から，その有効性と妥当性は実証されている山］ヨ〕。

　表3は，この・領域編成試案のr基本の運動」と「ゲー

ム」から編成される低学年について単元配列カリキュラ

ムレベルで示した試案であ・るも

　作成に際しては，子どもたちのr未分化」r未組織」

といった発達段階を考慮し，できるだけ単元数を少なく

するこ．とを心がけた。また，具体的に単元を構想する際，

三つの考え方を基盤とした。一つ目は，運動種目への系

統が強く見られる内容については，単独で扱う単元を構

想する。例えば，ギ水遊び」である。このタイプの単元

は，10ある。二つ目は，r基本の運動」領域内で，その

内容を関連させた単元構想で，例えば，r走・跳の運動

遊び」と「用具操作の運動遊び」を関連させた単元であ

る。一このタイプの単元は4つある。三つ目は，r基本の

運動」領域と「ゲーム」領域を関連させた単元構想で，

例えば，「用具操作の運動遊び」と「ゲーム（的あて）」

を関連させた単元である。このタイプの単元は7つある。

　これら一つひとつの単元カリキュラムは，実践のフィ

ルターを通して検証されることで，科学的根拠と実践に

裏打ちされたものとして存在することになる。そこで，

第4章において第1学年の「器械・器具を使うての運動

遊び」，第5章において第2学年の「水遊び」について

検証した結果を論述した。

　　　　　　　　　　　文　献

1）林修・後藤幸弘（1995）『ゲーム領域における教材

　（学習課題）配列に関する事例的検討一攻防分離型か

　ら攻防相乱型への移行・発展の有効性一』第2自スポ

ーツ教育筑波国際研究集会論集，pp．55－66

2）林修・後藤幸弘（1997）『ボールゲーム学習におけ

　る教材配列に関する事例的検討一小学校中学年期に配

　当する過渡的相乱型ゲームを求めて一』一スポーツ教育

学研究17（2），pp．105－116

3）後藤幸弘・北山雅央（2005）『各種ボールゲームを

貫く戦術（攻撃課題）．の系統性の追求』日本教科教育

学会誌28（2），pp．61－70
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第4章 実践研究（I）
一策1学年r忍者ワールドヘようこそ．リ（器械・器具を使っての運動遊び）一

策1節　目的

　第3章の表に示した運動種目と運動発達の接点から措

定された教育内容を，r器械・器具を使っての運動遊び」

として単元構想した実践例の有効性について検討しよう

とした。

　すなわち，器械運動の運動種目と変形姿勢の移動・回

転運動である運動分類の接点にr腕支持」ギ回転」r着

地」の教育内容が措定された。本章の目的は，実践を通

して。これらの教育内容の妥当性を検証すること，なら

びに，本実践で習得された動きが，2年生の「器械・器

具を使っての運動遊び」において，また，3年生以降の

「器械運動」領域において，どのような発展を見せるの

か，を推定することである。

　また，個を浮かび上がらせるために用いた単元カリキ

ュラム構成の方法として遊びの考え方を取り入れる有効

性を検証しようとした。つまり，動きへの挑戦・達成を

志向させ，遊びながら技能が習得されていくという環境

をつくり出した場は，子どもたちを夢中にさせるととも

に，動きを高め得るのかを検証しようとしたのである。

第2節　方法
　授業は，表1に示ナ諸条件に基づいて実践した。

1　対象

兵庫県下F小学校の1年生を対象とした。

一表プ授業実践の諸条件

2．領域・教育内容・単元名

　r基本の運動」領域に位置付く「器械・器具を使って

の運動遊び」は，変形姿勢の移動・回転運動に分類され

る運動遊び群で，将来の器械運動へつながる素地経験を

培うことが求められる。したがって，変形姿勢から措定

された教育内容一r腕支持」に加え，r回転」「着地」の3

つが措定された。

　著者は，器械運動は，「腕支持での表現運動」と言い

換えることができると考えている。したがって，器械運

動領域においても，「腕支持」は教育内容の中核となる。

実際に，マット運動主こおける回転系（接転技一・ほん転技）

・巧技系，鉄棒運動における支持系（前方支持回転・後

方支持回転）・懸垂系住三〕，跳び箱運動における切り返し

系・回転系のいずれの技においても腕支持が内包されて

いる。また，器械運動の技の本質は，位置エネルギニと

運動エネルギーの合理的な変換にある’〕。したがって，・

高い位置エネルギーをもつ倒立は，中核的な枝となる。

しかし，低学年児童には倒立は難しいという考え方があ

条件 内容

対象 兵庫県下F小学校　1年生

領域 　　　　基本の運動

孖B・器具を使っての運動遊び

教育内容 腕支持・回転・着地

単元名 忍者ワールドヘようこそ！

教授活動 課題提示型（課題解決型）

課題をつかむ

@（3時間）

課題とする動き（腕支持・

@　　回転・着地）の理解

学習過程

i9時間）

課題を深める

@（3時間）I

動きの工夫

i回転・方向・ポーズ等）

技能的特性に

@　　触れる

@（3時間）

動きの習熟

学習集団 グル』プ学習（3人組）1

指導者 36歳男性教論（教職歴14年）

る。著者は，片足つま先立ちができれば，倒立のレディ

ネスは備わっていると考えているので帥〕，1年生におい

ても倒立を基本技として位置付けた。

　回転運動は，変形姿勢での移動運動でもあり，また，

マット運動・鉄棒運動・跳び箱運動の技のほとんどに含

まれている。この回転には上下軸・左右軸・前後軸によ

る3種類がある。したがって，単元の構成にあたっては，

いろいろ念回転に挑戦できるように配慮した。

　器械運動において，着地を意識すれば運動全体が一変

するといった事実があるように2｝，技のできばえはr着

地」に必ず表れる。また，膝を柔らかく使った音のしな

い着地は，安全性を保障するだけではなく，跳躍運動後

において必ず生ずる重要な運動様式である。したがって，

器械運動だけでなく，陸上運動・日常生活をも見越し「着

地」を本単元の教育内容とした。

　そして，これらの教育内容をトレーニング的に習得さ

せるのではなく，子どもの運動発達に適合させ，学習意

欲を喚起するよう教材化して，普遍的な目標である機能

的特性に触れる・技能的特性に触れる楽しさを追求する

ように単元構成したものが，本単元「忍者ワールドヘよ

うこそ！」である。

　「忍者」をテーマにしたのは，①子どもたちの変身欲

求を駆り立てること，②音のしない動きや巧みな動きが

忍者からイメージしやすいこと，③いろいろな器械・器

具を設定した場を何かに見立ててストーリーがつくれる

こと，の3点からである。つまり，「忍者」ぽ技能習得
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・習熟へ子どもたちを夢中にさせるテーマになると考え

たのである。

　図1は，忍者一フー！レトとして設定した場を示している。

r腕支持」が主として関係する場は，rさかだちワール

ド（かえるの足打ち・壁倒立）」「かわとびワールド（平

均台を使った」l1跳び）」「うさぎとびワ］ルド」「ドント

ィワールド（馬跳び）」「とびのりワールド（舞台へ腕

支持で跳び乗る）」の5つ，「回転」が主として関係す

る場は，「さかあがりワールド（壁を使った逆上がり）」

「ゆりかごワールド」「くるくるワールド（前転）」「い

っしょにワールド（集団マツ・ト）」の4つ，『着地」が

主として関係する場は「とびおりワールド①（舞台から

の跳び下り）」「とびおりワrルド②（肋木からの跳び

下り）」r川とびワールド」rさかだちワールド」rさか

あがりワールド」の5つである。この場の設定にあたっ

て留意したことは，教育内容の中核である腕支持の場を

多くしたこと，また，かえるの足打ちの後に倒立，うさ

ぎ跳びの後に馬跳び，ゆりかごの後に前転に取り組む等，

動きの系統性を見据えた類似の運動に連続して取り組め

るようにしたことである。

　このような場の設定は，r個体発生は系統発生を繰り

返す」というヘッケルの「反復説」を背景にしている3〕。

つまり，器械運動の技が発展してきた過程を，子どもた

ちは運動するの中で自然と迫り，技能を身につけていく

ことをさす。したがって，場の設定にあたっては，子ど

もが夢中になって取り組めるようにするとともに，技の

習得をねらい意図的に器械・器具を設置したのである。

3．教授活動・学習過程

　学習過程は，課題解決学習の基本的な学習過程である

「課題をつかむ」「課題を深める」r技能的特性に触れ

る」に沿って9時間で編成した。

　r課題をつかむ」段階では，それぞれの場で課題とす

る動きを理解して取り組めることをねらいとした。また，

教育内容に触れた動きを発展させていくことを志向させ

た。この際，「お尻を高く上げて平均台の向こう側へ行

けるかな」といった課題も教師が適宜提示していくこと

にした。

　r課題を深める」段階では，方向・速さ・回数・距離

・・ bｳ・人数・ポーズ・リズム等，動きを工夫する観点

から，子どもが高めようとする動きを整理した。その中

で，共通に取り組む動きの課題を提示し，個々の能力に

応じて「回数を減らしてみよう」「ピタッと着地できる

高さを考えて跳び下りよう」など個人差を考慮した課題

に挑戦させた。

　r技能的特性に触れる」段階では，今まで発展させて

きた動きに繰り返し挑戦する中で，動きの習熟を図るよ

うにさせた。すなわち，忍者ということを意識させ，究

極の動きであるギ音のしないしなやかな忍法（技）」を

習得することを目指した。

4、学習集団．

　集団内異質一・集団間等質の3人組のグル」プ学習とし

た。それは，上手な子を見で憧れる「憧憬」からまねを

するギ模倣」・壁倒立・前転などでのr補助」・なぜう

まくできるのかに気付く一「観察」・気付いたことの「交

流」など，仲間で学び合う関係をつくりだそうと企図し

たことによる。したがって，グループを固定し，学び合

う姿が自然と表出されるように，「先頭の子のまねをす

る」などの「きまり」を設定した。

5．学習成果について

（1）情意的側面

態度測定法による体育授業診断4〕を単元前後に実施

し，子どもの体育授業に対する愛好的態度を測定した。・

（2）学習行為について

　はい授業」への到達度調査5〕に子どもの感じたこと

や考えたことを記述させるようにしたアンケート調査を

毎授業後実施し，量的分析と記述内容の質的分析を通し

て，子どもの認識の変化を探ることにした。記述内容に，

自分・仲間への気付きに加え，環境への気付きも記述さ

せた3〕。環境への気付きでは，子どもたちに活動する場

やモノを擬人化させ，運動の場と会話した記述内容を探

ることで本教材をどのように認識しているのかを探ろう

とした。ここには，実践者の子どもたちにとって，鉄棒

が痛いモノ・平均台が怖いモノではなく，私を回転させ

てくれる，あるいは，私をフワッと浮かせてくれ異空間

に連れていってくれる友だちであってほしいという願い

がある。子どもたちは，忍者ワールドという場をどのよ

うに感じ，どのように捉えているのか。このような環境

への気付きを迫ることで，子どもたちのr環境観」r教

材観」を把握しようとした。

（3）技能的側面

　技能の習得状況は，r腕支持」についてはr壁倒立」

で，嘔転」については「逆上がり」と「前転」で，「着

地」については「180。回転着地」で評価することにし

た。言平価基準は，「A：十分満足できる」「B：おおむや

満足できる」rC：努力を要する」の3段階を設定し，

授業者が下記の基準で評価した。

　「壁倒立」の評価基準は，．「A：壁倒立が一人ででき

る」rB：補助壁倒立」rC：できない」とし，Bの補助

壁倒立では，5秒間できることを条件とした。

　r逆上がり」の評価基準は，rA：壁を蹴らずに逆上

がりができる」rB：壁を蹴って逆上がりができる」rC
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　できない」とした。

　r前転」の評．価基準は，rA：立位からの前転ができ

る」rB：しゃがんだ状態からの前転ができる」［C：起

きあがる際，手をついてしまう」とした。

　「着地」の巧拙は，「回転ジャンプ」の着地動作で評

価することにした。基準は、rA：36七回転して一ピタッ

と着地できる」rB：18ポ回転してピタッと着地できる」

「C：180。回転した後，ピタッと着地ができず動いて

しまう」とした。なお，A基準である36パ回転につい

ては，一ジャンプや回転・バランス等，着地動作以外の能

力が関係してくることと時問的制約から，全員が容易に

できる半回転（180。回転）着地のみについて測定した。

　比較対象は，F小学校の2年生の結果とした。

第3節　結果ならびに考察

1．情意的側面と学習行為1こついて

　表2は、単元前後に実施した態度測定法の診断結果を

示したものである。また，図2は，『よい授業」への到

達度調査の量的結果を示したものである。

　態度測定法の診断結果は，男女ともr高いレベル」で，

授業の成否は，r成功」と診断された。このことは，本

実践が児童の授業に対する愛好的態度を向上させ得たこ

。とを示している。

　また，男女ともに共通して標準以」；の伸びを示したも

のは，8項目中．「1．．はりきる気持ち」「2。運動の爽快

さ」「6．伸問への思いやり」「7．学習のよろこぴ」「8．

主体的活動」の5項目．見られた。

　rよい授業」への到達度調査の，r精一杯に運動する

ことができましたか（情意目標）」「グループの人たち

と力を合わせて仲良く運動することができましたか（社

会的行動目標）」については，単元を通して9割以上が

「はい」と答えていた。

　rうまくなったことがありましたか（技能目標）」は，4

時間目に大きな伸びを示し，以降単元終了まで9割以上

が「はい」と答えるようになった。

　「『あ・つそうか』『わかった！こうすれぱいいのか』

ということがありましたか（認識目標）」は，単元前半8

割前後であった。r課題を深める」段階終盤の6時間目

に9割に達し，それ以降高い数値を示した。

　表3は，態度測定の診断結果から男女ともに標準以上

の伸びが見られた5項目と，rよい授業」への到達度調

査結果の関係を体育科の目標構造山3〕を観点に整理し，

各観点において高値を示した要因を整理したものであ

る。要因は，rよい授業」への到達度調査の記述内容や

実践者の授業時の観察から導出したものである。また，

態度測定で男女ともに標準以上の伸びを見せた5項目

は，その質問項目の内容から（付表参照），情意・技能

・社会的行動に対応させて示した。

　態度測定法の診断結果・rよい授業」への到達度調査

結果から，「情意目標」は達成されていると読み取られ，

本単元は，子どもたちにとって楽しみのあったことが伺

われた。その要因として，変身欲求・ストーリー性・少

し難しい課題・憧憬から模倣へ，といった遊びの要素を

含んだ単元に構成したことが，機能していると考えられ

た。また，学校生活の中でも学習した内容に取り組む姿

が見られたこと，つまり学習したことが生活化されたこ

とも，その要因として考えられた。

　「技能目標」では，「よい授業への到達度調査」の結

果が，4時間目以降に9割以上の高値を示し，できなか

った動きができるようになったというrできる楽しさ」

が要因であったと考えられた。

　r認識目標」は，rよい授業への到達度調査」の好意

表2．態度測定の診断結果

男子 女子

意見頃．目

単元前 変化 単元後 単元前 変化 単元後

I はりきる気持ち O × O
2 運動の爽快さ O O ○

3 授業時数 ○ O
4 深い感動 O O ○

よろこび

5 がんばる習慣 ○ ○

6 仲間への思いやり ○ O O ○

7 学習のよろこぴ O O O O
8 主体的活動 X O
態度得点 B 4 B C 4 A

単元後の態度得点 山局いレベル 高いレベル

単元期間の授業の成否 成功 成功

o．9

0．8

0．7

X…X・・X・・

ム　　　　　　・、γ　＼
　　　　　　　　　’　　　　　　　　’　　　　　息
　　　　　　　　’

　　　1　　2　　ヨ　　4　　5　　6　　7　　8　9　（時

十錆一杯1＝運動することができましたか

・一｡■■うまくなったことがありましたか

一r△・rあっそうか」「わかった1こうすればいいの
　　　カ、」ということがありましたカ、
・・ ?E・グループの人たちとカを合わせて伸良く連
　　　動することができましたか

図2．rよい授業への到違度調査」の

　　　　　　　　　　　　　単元経過に伴う変化
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表3．態度測定の診断結果と「よい授業への到達度調査」結果の関係とその要因

目標 態度測定法の診断結果 「よい授業」への到達度調査結果 要因（キーワード）一

情意目標

1．はりきる気持ち

Q．運動の爽快さ

W．主体的活動

全時間9割以上

遊び（変身欲求・ストrリ㌣性・

@　少し難しい課題・憧憬→模倣）

ｶ活化

技能目標
7一

D学習のよろこぴ 4時間目から9書11以上 できる楽しさ

認識目標 6時間目から8．5割以上 自分・仲間・環境への視点、

社会的行動目標 6．仲間への思いやり」 全時間9割以上 3人組でのグループ学習

的比率が，6時間目以降高値を示したことから，子ども

たちにとって場やモノが自分を楽しませてくれる仲間で

あるという認識が生成されたと考えられた。

　r社会的行動目標」は，rよい授業への到達度調査」

において，全時間9割以上の高値を示し，単元当初から

「きまり」として取り組んだ3人組のグループ学習が機

能したものと考えられた。

2．情意目標について

　写真1は，忍者ワールドで見られた子どもたちの動き

や場の工夫である。

　「忍者ワールド」は，忍び足で歩いたり，写真1一〈a〉

のように鳥に変身したりと多様な忍者の動きを誘発し，

子どもたちに忍者ヒ変身する変身欲求を充足させていた

と感じられた。そして，場を城に見立て，肋木を大阪城

の石垣・舞台を姫路城としたストーリーが生起し，写真

1一くb〉のように「槍にうたれて傷ついている」，一「舞

台に音をしないように跳び乗って忍び込み，お宝を盗ん

で見つからないように跳び下りる」といった活動を生起

〈a：鳥に変身〉 くb：槍でうたれる1

写真1．．実践で見られた子どもの動きと場の工夫

　　　　　　　　　一くb：模倣〉

写真2．「憧憶」から一「模倣」一へ

させることが認められた。また，．教師の提示した赤玉を

爆弾と見立て．赤玉にあたらずまっすぐ前転することを

意識化するとともに，その幅をさらに狭くする（写真1

一くC〉）などの姿がみられるようになった。

　また，r逆上がりワールドで壁を蹴る回数を減らそう」

「川とびワLルドで音がしないように移動しよう」とい

った教師からr少し難しい課題」を提示したことも，子

どもたちを夢中にさせた要因と考えられた。そして，授

業中に工夫した動きをrかっこいいね！」と声をかける

ことによって，他のグループの児童’ 烽ｻの動きに憧れ・

真似をする（憧僚→模倣）’ ﾆいった動きの伝播も見られ

た（写真2）。

　さらに，休み時間には，廊下（オープンスペース）で

馬跳びが見られたり，壁倒立をするために壁を取り合う

姿が見られたりした。

　単元終了後も忍者ブームは続き，r壁から少しはな一れ

た所で倒立をして，2～3歩あるいて壁倒立一をする」な

ど一自分たちで設定した課題で遊ぶ姿が見られた。

　態度測定法の診断結果で「はりきる気持ち」r運動の

爽快さ」r主体的活動」に大きな伸びが見られたことの

具体は，このような子どもたちの姿として観察された。

3．技能目標について

　表4は，rよい授業」への到達度調査の・自由記述に書

かれていたrできるようになった」動きとそれぞれの技

の発展を整理したものである。前述した図4の「上手く

なったことがありましたか」の「はい」の割合が，第4
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表4．子どもたちの記述内容から整理した「できるよう1こなった」動きとその発展

1 2 ヨ 4 5 6 7 8 9 発展した動き

かえるの足打ち’ I 1 回数を増やす
一　　I　　一　　一　　・　　・　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　・　　一　　・　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一 1　　　．　　　■　　　1　　　I 一　　1　　一　　．　　一 ’　　‘　　‘　　’　　． 一・一■ ｡ 一　　　一　　　一　　　．　　　■ 一　　’　　一　　1　　． 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　一　　一　　一　　・ ．　　一　　一　　・　　I 一　　・　　一　　I　　一　・　一　　一　　一　　・　　一　一　　一　　一　　一　　’　　’　　■　　一　　I　　一　　．　　．　　一　　一　一　　．　　’　　’　　・　　’　　一　一　　一　　・　　●　　●　　・　一　　．　　．　　．

倒立 4 1 3 3 1 。10 一人で壁倒立・音のしない壁倒立
一　　一　　・　　■　　．　　一　　．　　．　　．　　・　　一　　．　　一　　一　　・　　一　　‘　　一　　I　　一　　一　　．　　一 ．　　　一　　　一　　　．　　　1 一　　　一　　　■　　　一　　　． ’　　一　　・　　一　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 ■　　　一　　　■　　　1　　　一 ■　　I　　■　　一　　・ 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　■ 一　　一　　… ・I一・・一一一・一鼈鼈黶f一■＿■■■■一一一一■・’’．．’’・・一’．…　　’．

支 平均台での川跳び 1 2 2 2 3 腰の位置が高くなる・音のしない着地
．　　一　　一　　■　　●　　一　　一　　一　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　．　　I 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 ・　　・　　一　　一　　・ ■　　■　　一　　’　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 ■　　　■　　　一　　　一　　　一 ■　　I　　．　　一　　． 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　■　　■　　■　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　’　　．　　’　　一　　一　　■　　I　　．　　一　　一　　’　　一　　一　　．　　・　　．　　．　　．　　■　　．　　一　　一　　．　　一

時 うさぎ跳び 4 手より足が前に来る
一　　一　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　・　　一　　■　　一　　・　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　．　　I　　－　　I 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　一　　一　　■　　・ 一　　・　　一　　一　　・ 一　　一　　．　　．　　‘ ．　　1　　’　　．　　一 ．　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　■　　．　　’　　’ ．　　■　　■　　一　　一 ■　　一　　一　　一　　一　　・　　I　　■　　I　　一　　一　　一　　‘　　・　　’　　’　　一　　一　　’　　’　　’　　’　　’　　’　　I　　・　　’　　一　　・　　．　　．　　一　　．　　．　　‘　　・　　・　　’　　一　　一　　一　　■　　．

馬跳び 2 3 1 2 2 1 リズムよく跳ぶ・踏切予備動作が減る
．　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　．　　■　　．　　’　　．　　．　　・　　一　　一 一　　　一　　　■　　　■　　　． ■　　　一　　　一　　　一　　　一 ‘　　■　　一　　一　　一 一　　一　　一　　■　　■ ・　　．　　一　　一　一 一　　　■　　　．　　　一　　　一 1　　I　　’　　1　　■ 一　　’　　一　　一　　一 ・　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

舞台への跳び乗り 2 2 1 5 2 開脚で跳び乗る・開脚で跳び乗る

回 逆上がり 6 3 5 3 5 5 2 2 5 壁を蹴る回数を減らす
一　　一　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　．　　一　　．　　・　　一　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　． ■　　■　　一　　‘　　一 ・　　・　　’　　’　　． ・　　．　　・　　■　　一 一　　　．　　　一　　　一　　　一 ■　　　一　　　一　　　■　　一 ．　　　一　　　一　　　1　　　■ 1　　．　　・　　一　　‘ ・　　．　　・　　一　　一 一　　・　　一　　一　　一 一　　■　　一　一　　一　一　　一　　一　　一　一　　一　一　　一　　．　一　　一　　■　　1　I　　1　　一　一　　■　　1　　．　　．　　一　　’　　・　　一　　’　　．　　．　　’　．　　一　一　　．　　一　■　　■　　■

ゆりかご 1 2 手をっかずに前に出して立てる
一　　・　　一　一　　一　　・　　一　　一　　・　　・　　一　・　　一　　一　　一　一　　■　　1　　■　　．　　．　　一　一 一　　　一　　　I　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　一　　■　　一　　・ 一　　・　　一　　■　　一 ・　　．　　一　　．　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　．　　　一　　　一 一　　一　　一　　一　　‘ ‘　　…　　　　　　　　一 ・　　一　　一　　・　　・　　一　　．　　一　　一　　．　　一　　一　　一　　一　　‘　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　．　　’　　．　　一　　一　　・　　・　　一　　一　　・　　一　　一　　・　　’　　’　　．　　．　　一

前転 1 1 1 1 6 手をつかずに回れる・開脚前転

着地 1 2 8 6 6 3 4 6 2 ポーズをして着地する・音をださない

時に飛躍的に上昇したことの内実は，表7に示した動き

ができるようになったことによるものであった。

　第4時以降の記述内容を見てみると，「さかあがりが

『トン』てけっただけでできた」rさかだちを音をださ

ずに『フワン』てできてうれしかったです」に見られる

ように，技が初めてできたという内容から，技の完成度

が高まったと読み取れる内容へと変化していることが認

められた。実際に，逆上がりでは壁を蹴る回数が減った

り、壁倒立で壁にあたる音がしないような倒立ができる

ようになっていったこと等が観察された。

（1）壁倒立（腕支持）

　1時間目に「だれでもすぐに壁倒立ができるキうにな

るよ・」という教師の投げかけにrそんなこと無理だ」と

叫ぶ子が多数いた。しかし，目玉（教具）を用意し，倒

立する際，床においた目玉を見ることによって頸反射削〕

を促進すると，補助壁倒立は，ぽぽ全員が第1時間目に

できるようになった。その後，「逆立ちをします」と言

うだけで歓声があがるようになった。この実態は，補助

壁倒立の成功体験が，学習意欲の向上へ結ぴついたこと

を示していると考えられた。

　表5は，単元後の倒立g習得状況をまとめたものであ

表5．倒立の習得状況

基 内容 1年生 比 2年生

準 n＝34 較 n＝28
A 壁倒立 人・　　一　　一　　一 　28人■　一　．　　■　一　一　一　．　一　一　．　　一　．　一　　．　’ 　　l1人■　　一　　・　　・　　・　　・　　・　　…　　　　　　　一　　一　　■　　一　　一　　一

一人で ％ 約82．4％ ＞ 約39，3％

B 補助
　　6人■　　．　　．　　■　　・　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　．　　一 　　14人・　　■　　・　　一　　’　　・　　・　　．　　一　　■　　I　　■　．　1　　’　　一

壁倒立 ％ 約17．6％ 50％

C できない
　　○人’　　‘　　’　　一　　・　　．　　一　　一　　．　　一　　一　　一　　．　　一　　一　　1 　　3人一　　一　　一　　I　　一　　・　　■　　一　　．　　・　　．　　一　　‘　　一　　‘　　‘

％ O％ ＞ 約10．7％

B基準以上
　34人一　　一　　一　　■　　一　　I　　I　　■　・　　一　　’　　’　　’　　一　　一　　一 　25人・　　’　　■　　’　　一　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　一　　一　　一

合計 ％ lOO％ ＞ 約89．3％

表6．側方倒立回転の習得状況

内　容

腰が頭部の上を通過する

膝’を伸ばしてできる

膝がお尻より高く上がる

1年生：n＝34・

1人

2人

13人

約47，1％

写真3．壁倒立

　　A児　　　　　　　　　　B児
写真4　蟹倒立1こおける重心線と基底面の関係
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る。比較対象として，本単元で構想した単元カリキュラ

ムは体験していないが，器械・器具を使っての運動遊び

の学習経験のある2年生の習得状況を合わせて示した。

　1人で壁倒立のできる割合は，2年生の倍以上を示し，

特に，rC：できない」は1年生では一人もおらず，腕

支持感覚を全員に習得させることができた。

　また，本単元において，側方倒立回転に挑戦するなど

動きの発展と多様化が見られた。表6は，側方倒立回転

の習得状況を藤井の評価基準刊に基づいて集計したもの

である。膝をお尻より高く上げる動きのできる子が47．1

％存在した。

　しかし，1人で倒立ができる児童は2名と少なかった。

これには，「A：壁倒立が一人でできる」（写真3）とい

う基準設定が，1人での倒立の発展を考えた場合，必ず

しも適切でなかったことの影響が考えられた。すなわち，

壁倒立で壁に頼りすぎると腕支持が不十分になる可能性

が高く，重心線を基底面に落とす感覚の習得の妨げにな

るからである（写真4）。したがって，一人で壁倒立が

できるようになれぱ，片足を壁からはなせるように意識

化させる指導の必要性が示唆された。

（2）逆上がり（回転）

　逆上がりでは，壁（床を含む）を蹴る回数を減らすこ

とを課題に取り組ませた。

　表7は，逆上がりの習得状況をまとめたもので弗乱A

基準の達成度を2年生と比較すると2年生の方が高かっ

たが，B基準以上では1年生の方が優れていると評価さ

れれ前青の要因は・評価に用いた鉄棒の高さが影響し

ていると推察された。すなわち，平均身長約127．2㎝の2

年生にも，平均身長120㎝の1年生にも同じ高さの鉄棒

を用いたことの影響が考えられた。すなわち，逆上がり

は，重心をいかに鉄棒の高さに上げるかが課題となるこ

とから，1年生の習得状況が2年生よりも劣っていると

一は言えないと考えられた。

表7．逆上がりめ習得状況

基 内容 1年生 比 2年生一

準 n二34 較 n＝28
A 壁を 人一　　一　　一　　一

　　8人．　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　・　　’　　I　　・　　一　　一 　　lO人・　・　…　　　　　　‘　・　一　一　一　一　一　一　一　一　I

蹴らずに ％ 約23．5％ ＜ 約35．7％

B 壁を 　　23人一　　一　　・　　■　　．　　．　　一　　一　　．　　一　　1　　．　　■　　一　　．　　． 　　14人一　　一　　一　　一　　一　　・　　一　　…　　　　　　　　．　　■　　一　　一　　一　　．

蹴って ％ 約67．6％ ＞ 50％

C できない 3人
■　　　■　　一　　一　　　一　　．　　　　一　　一　　　’　　　　‘　　　．　　　　．　　　‘　　’　　　’　　’

　　4人．　　‘　　I　　l　　．　　．　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

％ 約8．8％ ＞ 約14．3％

B基準以上
　　31人・　　■　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　’　　‘　　’　　一　　’ 　　24人’　■　一　　一　一　　一　一　一　一　一　一　・　’　1　　一　．

合計 ％ 約91．2％ ＞ 約85，7％

写真5．逆上がりができる子（右）と

　　　　　　　　　　　できない子（左）の比較

　なお，1年生の逆上がりができなか’った3人は，写真5

に示すように，逆さ姿勢になった際に，肘を伸ばせてい

なかった。つまり，肘を曲げてしまい，結果として股関

節を鉄棒に近づけられなかったのである。

　肘が曲がってしまう子には，r肘を伸ばすこと」r壁

を蹴った反対側の足をクツと鉄棒に引っかけること」を

指導すれば，低鉄棒での逆上がりは簡単にできることに

ついての実践者の運動構造に対する認識のなかったこと

が反省点としてあげられる。子どもが運動する姿からつ

まずきを見抜く教師の力量が間われる出来事であった。

（3）前転（回転）

　単元前半では，写真6に見られるように，倒れる・し

ゃがめない・手をついてしまう，といった実態が数多く

見られた。そこで，大きなゆりかごを指導し，前転の動

きとの関連性を意識させることにした。

　著者の言う大きなゆりかごとは，首倒立で足を高く上

げ位置エネルギーを大きくし，腰角度を大きく保った状

態で倒れ込み，床に足が着くぎりぎりの所で止める（足

が床に着いてはいけない）ことを繰り返すのである。こ

のことによって，体幹のしめ感覚をつかませるとともに，

跳び込み前転にもつながる腰角度の大きい完成型の前転

ができるようになる。このゆりかごを数回繰り返した後

に，床に足が着く直前にかかとをお尻の方へもってきて，

手を前方に出せば慣性で自然と立てるようになる。換言

すれば，位置エネルギーを合理的に運動エネルギーへ変

換し，重心を基底面の上へもって行げば自然に立てるの

である（写真7）。同時に，基底面の上に重心をもって

くる前転の終末局面．での補助の仕方も指導した。その結

果，開脚前転や伸膝前転に近い動きも見られるようにな

ってきた（写真8）。

　図3は，藤井が7段階に分類した前転の評価基準であ

る7〕。すなわち，「1…いろいろな姿勢からのでんぐりが
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倒れる　　　　　しゃがめない　　　手をつく

写真6．単元前判こ見られた前転のつまづき例

真7

功転の運動様式 評価基準の視点
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写真8．補助の仕方と発展した動き例

表8．前転の習得状況

えし」「2：手をついてしゃがんだ姿勢になれる」一「3：

手をっかないでしゃがんだ姿勢になれる」r4：立位か

ら前転」「5：立位から膝を伸ばして回転する」「6＝立

位から片足ずつ踏み切って，腰が頭の上を通る前後に腰

角度が90度以上開く膝を伸ばした前転」r7：立位から

両脚で踏み切って腰が頭の上を通る前後に腰角度が90

度以上開く膝を伸ばした前転」を基準にしている。

　前転動作の発達過程は，膝・股関節を終始屈曲させる

「かかえこみ型」タイプを経て，9～11歳頃で股関節

の伸展はまだ不十分であるが腰が頭の上を通る前後で膝

関節を伸展させる「準完成型」ができるようになること

が明らかにされている8〕。「かかえこみ型」は藤井の言

うr3：手をつかないでしゃがんだ姿勢になれる」とな

り，「準完成型」は「4：立位から前転」「5：立位から1

膝を伸ばして回転する」を含むと考えられる。したがっ

て，本研究では，藤井のr3」をB基準，r4・5」をA

基 内容 1年生 比． 2年生

準 n＝34 較 n＝28
A 大きな 人・　一　　一　　一 　　2人一　一　　一　　・　　一　　’　　1　．　一　一　．　　■　　一　　．　　一　　一 　　1人‘　　・　　■　　・　一　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一

前転 ％ 約5．9％ ＞ 約3．6％

立位から
人I　　■　　・　　・ 　24人一　　一　　．　　・　　・　　．　　■　　1　　■　一　．　　一　　一　　一　　一　　一 　　5人．　　．　　■　　．　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　・　一

の前転 ％ 約70．6％ ＞ 17．9％

B しやがん 　　3人一　　一　　・　・　　一　　‘　　・　　一　　I　　’　　■　　一　　．　　一　　一　　一 　17人■　　一　一　　一　・　．　一　．　一　一　一　一　　一　　一　　一　I

だ姿勢 ％ 約8，8％ 約60．7％

C 手をつく 　　5人一　　一　　一　　■　・　　’　　一　　一　　一　　■　　一　　一　一　　一　　一　　‘ 　　5人一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　I　　1　　■　　一　　一　　一　　・　　・　　’

前転 ％ 約14．7％ ＞ 17，9％

B基準以上
人・　　一　　一　一 　29人■　　一　　一　　一　　一　　’　　一　一　．　　．　　．　　一　一　一　　一　　’ 　23人．　　．　　■　　一　　一　一　　一　　一　　一　　1　　・　　・　　一　　．　　・　’

合計 ％ 約85．3％ ＞ 約82，1％

基準とした。

　表8は，前転の習得状況を整理したものである。A基

準の習得率は，1年生の方が優位に高いことが認められ

た。しかし，1年生の5人はC基準レベルであったが，

これらの児童は大きなゆりかごを習得できていなかっ

た。つまり，位置エネルギーを運動エネルギーに変換す

るとともに，踵が床に着く寸前でお尻の下にもってくる

ことができなかったのである。すなわち，大きなゆりか

ごの習得と前転の立つ動きとのつながりを徹底させるこ

とのできなかったことが要因と考えられた。

（4）回転着地

　子どもたちは，跳び下りる際に，ポーズをとったり，

回転したり，手をたたいたりと，いろいろな動きをして

．も，膝を曲げてピタッと止まる音のしない忍者着地に取

り組んだ。足の下で手をたたいたり，360。回転しても

ピタッと着地できるようにと，主体的に着地課題がどん

どん発展していく様子が観察された。
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表9．回転着地の習得状況

内　容 1年生 比 2年生

n＝34 較 n＝28
A 360。回転
ピタッと着地

B 18ポ回転
　34人‘　　．　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　‘　　・ 　27人一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　一

ピタッと着地 ％ lOO叱 ＞ 約96．4％

C 180。回転
　0人．　　　■　　一　　一　　一　　　一　　　一　　■　　一　　　　一　　　一　　　一　　　．　　一 　　1人一　　一　　　　一　　　一　　■　　■　　　一　　　　一　　　一　　一　　　　一　　一　　一　　一　　　一

着地後動く ％ O％ ＞ 3．6％

B基準以上
　34人一　　一　　．　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一 　27人一　　一　　．　　一　　一　　一　　一　　一　　・　　一　　一　　．　　一　　一　　．

合計 ％ 1OO％ ＞ 約964％

　表9は，着地能力を18ポ回転着地で評価した結果を

示したものである。

　1年生は，全員がB基準を達成できていることが認め

られた。これには，舞台の上や肋木からの跳び下りを何

回も経験し，忍者を意識する中で自然と上手な着地動作

を習得した結果であった。将来の器械運動や陸上運動に

つながる動きの系統性や，跳ぶ運動は日常生活でも頻繁

に見られることから，着地の技術は安全面から見ても重

要な運動様式である。したがって，器械・器具を使った

運動遊びにおいても，着地を教育内容として措定するこ

とは適切で，かつ低学年児童の発達段階にも適合性の高

いことが確認された。

4．認識目標1こづいて

　字どもたちの認識の変容は，学習カードに記述させた

r自分」r仲間」r環境」への気付きに関する内容の変

遷から把握した。

　図4は，記述内容を分類し，その変化をキーワードで

整理したものである。

　単元前半は，「マットさんは，みんなが前回りをして

『いたいよん』と言っている。」といった技の未習熟、

「できるようになるかなあ」といった不安感，「肋木さ

ん，高いところから跳び下りてこわかったあ。」といっ

た恐怖心，r鉄棒さん，ぼくはまだ鉄棒が苦手だけど，

できるようになって喜ぶことを待っててね。」といった

期待感に関する記述が見られた。しかし，単元中盤にか

けて，『マットさんでは軽く，鉄棒さんはトンって優し

く回りたい」といっためあてに関する内容や「くるりん

ぱってできたよ。」といった技能の向上に関する内容が

増加していった。

　第6時からは，記述内容が多様になってきた。すなわ

一ち，「マットさん，応援してくれてありがとう。上手に

ポーズができた。」といったマットというモノに対する

r感謝」の気持ち，r鉄棒さんと一緒に楽しめました。」

といったモノヘのr仲間意識」，rゆりかごワールドで

立つとき『ドン』じゃなくて『すとん』ってできないと

忍者じゃない。」といった忍者への価値，r新しい技を

発明した。」といったr動きの工夫」r動きの発展・多

様性」に関しての記述が見られた。

　ここには，技の習熟にかかわって，できるようになっ

たことやより美しい技に挑戦しようとする気持ち，新た

な技の発見など，動きの発展性・多様性にふれた子ども

たちなりの言葉が見られた。これらが，rよい授業への

到達度調査」結果（図2）の新しい発見の好意的比率が

高まった内実であったと伺われた。

　本単元の構成は，自分・仲間・環境への気付きといっ

」た視点を子どもたちにもたせることができ，認識の深ま

りを生みだすことに機能することが認められた。

一5．社会的行動目標について

　3人組のグループ学習が，子どもだ一ちの学び合いを活

性化させたことは，rよい授業への到達度調査」の結果

が7時間目を除き95％以上の高値を示したことからも

考えられた。すなわち，仲のよい・賢い（運動や練習の

方法が分かる）学習集団を育てることは、よい体育授業

を生みだす条件であるとする先行研究の結果を裏付ける

ものであった9，。

写真9．そろえる 写真10．連続跳ぴ乗り

第1時 第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 第7時 第8時 第9時
めあて不安

ｰ怖

咜ﾒ 技能の向上 感謝

記述内容

技の未習熟 仲問意識

動きの工夫

動きの習熟 動きの発展性・多様性

図4．学習カードに見られた記述の質的変化
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　グループの中での上手な子に憧れ，真似をするr憧僚

→模倣」（写真2），補助をする（写真8）といった，技

習得場面でのかかわりに加えて，前転をみんなでそろえ

’る（写真9），連続して跳び乗る（写真10）といった集

団技の課題形成と達成に機能し，子どもたちに体育授業

の楽しさ’をより感受させていることが認められた。

　また，友だちの動きを観察して，見本を見せながら動

きのポイントを言葉で説明したり，でき一ない動きができ

るようになったことを自分のことのように喜んだりする

姿が承認の喜びとなり，子どもたちg学習意欲を向上さ

章ろ要因になっていた。

　以上のことから，r忍者ワールドヘようこそ！」の単

元カリキュラムは，情意・技能・認識・社会的行動の学

習成果を高や得ることが認められた。したがって，本単

元カリキュラムは，普遍的カリキュラムに位置付けてよ

いと考えられた。

　しかし；r倒立」において，片足を壁からはなした倒

立を子どもたちに意識させること，「逆上がり」におい

て，腕を伸ばすことと壁を蹴る反対の足を鉄棒にひらか

けることを意識させること，「前転」において，大きな

ゆりかごを充分に習得させることの必要性が指摘され

た。

　技能の習得状況から，運動種目・運動発達の両面から

措定した「腕支持」「回転」「着地」課題は，低享年児

童への適合性の高いご・とが認められた。

　また，態度測定と・rよい授業への到達度調査」結果か

ら，友だちと学び合いながら技能を向上させ認識を深め，

楽しんで取り組んでいたと評価された。これちは，普遍

的目標として掲げた機能的特性や技能的特性に触れた楽

しさを追求する具体的な姿であると」言える。したがって，

r忍者ワールドヘようこそ！」の単元カリキュラムは，

普遍的カリキュラムに位置付けられると考えた。しかし，

本単元の学習成果は目的にも記述したように中学年での

器械運動領域においても確かめられる必要がある。こ・の

点については，今後の課題である。　　　　　　．　■

第4節　要約

　教育内容の明確な体育科カリキュラムの確立に向け

て，「基本の運動」領域の「器械・器具を使っての運動

遊び」をr忍者ワールドヘようこそ！」と名付けた単元

カリキュラムに構成し，成果を検討した。すなわち，提

案した単元カリキュラムが小学校1年生の発達段階に適

合し，学習成果を高め得ることを実証しようとした。

1）変形姿勢での移動・．回転運動と器械運動の種目特性

　から措定された腕支持・回転・着地を中核とする器械

　・器具を使っての運動遊び「忍者ワールドヘようこ

　そ！」は，倒立・逆上がり・前転・180。回転着地の

　できばえから，1年生の子どもたちの発達特性に適合

　していることが認められた。

2）動きの系統性や教育内容の関連性をおさえたr忍者

　ワールドヘようこそ！」の単元カリキュラムぽ，体育

　授業に対する愛好度（態度得点）を高め得ることが認

　められた。

3）教育内容にふれる場を多く設定した恵者ワールドに

　よる3人組での課題提示型の解決型学習は，子どもの

　動きに多様性と発展性を生み出すことに機能すること

　が認められた。

　　　　　　　　　　　　注

注1）著者は，鉄棒でのぶらさがりも腕支持の一つの運

　動様式と考えている。

注2）著者は，片足つま先立ちができれば，倒立ができ

　ると考えている。両者を比較すると，倒立め方が基底

　面が広い・重心の高さはほぼ同じ・質量は全く同等で

　ある。また，片足つま先立ちができるということは，

　バランス制御機能はすでに成熟していることを示して

　いる。したがって，片足つま先立ちよりも倒立の方が

　難易度は低いと言ネる。にもかかわらず，教師の多く

　は倒立’は難しいと考えている。倒立ができなレ’、のは，

　日常的運動で，経験が不足していることに過ぎないの

　である。この考え方の妥当性は，横峯の幼稚副こおけ

　る実践ユ。〕からも明．らかである。

注3）後藤は，体育科の究極の目標をギ生涯にわたって

　主体的に運動を享受でまる能力の育成」r的確な判断

　に基づく行動力の育成」とし，多くの実践研究の結果

　をふまえて，近い目標をr技能的目標（上手になる：

　身体能力）」を中核に，r認識的目標（わかる：学習

　内容としての知識）」とr社会的行動目標（守る・か

　かわる：規範的・価値的態度）」が関連し合いながら

　「情意目標（楽しめる・好きになる：意欲・関心）」

　が達成できる構造として提案している川。’

注4）頸反射：頸の向きで四肢の筋緊張が変化する反射。

　ここでは，倒立時に，両手と上方に置いた教具とし

　ての目玉を見ることによって両腕が伸びる頸反射を

　利用しようとした。すなわち，肘を伸ばし頸を上げ

　れば，自分の体重は十分に支えられ，低学年児童で．

　も（筋力が弱くても）倒立姿勢は保持できるのであ

　る。
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　　　　　　　　　　　付　表

〈第1学年の態度測定法の質問項目と態度測定の項目〉

1．たいい一くのとき　いつも　はりきります。

　　　　　　　　　　　　　　　　〈はりきる気持ち〉

2、たいいくがI ｨわったあと　とても　きもちが

　　よいです。　　　　．　　　　　く運動の爽快さ〉

3．

4」

5．

6．

7．

たいいくのじかんが　すこししかないので　もっと

おおくしてほしいとおもいます。　　　く授業時数〉

たいいくのじかん　うまく　できたときのきもちは

いまでも　わすれません。　　　　　　く深い感動〉

たいいくをすると　どんなときにも　がんばる

ちからが　つくと　おもい1ます。　くがんばる習慣〉

たいいくのじかん　うまく　できないこが

できるよう声こなったら　いいとおもいます。

　　　　　　　　　　　　　　く仲間への思いやり〉

たいいくのじかん　だんだん　じょうずに

なっていくのが・とてもたのしみです。

　　　　　　　　　　　　　　　〈学習の占うこび〉

たいいくのじかん　うまく　できなかったら

いっも　れんしゅうを　します。　　く主体的活動〉

〈本章は，兵庫教育大学研究紀要　第39巻（2011）に

掲載した。〉
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